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お 客 様 へ の お 知ら せ 


PC-6022 カラ ー プ ロッ タプ リン タ は 、 プ リン タ と し て 英 数 字 、 カ タカ ナ 、 ひ ら が な を 印字 する 
機能 を 持つ だ け で な く 、4 色 の 水性 ボー ル ペ ン を 合っ て カラ ー で グラ フ の 作成 や 図形 処理 が で き 
ます 。TPC-6001 の 周辺 機器 と し て 、 プ ログ ラム リス ト を 出力 させ た り 、 年 賀 状 や クリ スマ スカ ー 
ド の 図柄 作成 の ほか 、 グ ラフ ・ 図 形 の 作成 な ど 学 習 に も ご 利用 いた だ け ま す 。 








お 願い 


園 万 一 カラ ー プ ロッ タプ ブリ ンタ に 異常 が ある と き ( 変 な 音 や に お い が す る 、 煙 が 出る と き ) は 、 た 
だ ち に 電源 を 切り 、 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜 いて 、 異 常 が 継続 し て いな いこ と を 確認 し て 販売 
店 に ご 相談 くだ さい 。 





較 高温 、 高 湿 の 場所 、 長 時 間 直 射 日 光 の あたる 場所 、 づ ミ や ホコ リ の 多い 場所 で 使用 ・ 保 管 す る こ 
と は さけ て くだ さい 。 





画 通風 擬 を ふさ い だ り 、 通 風 孔 な どか ら 内 部 に 金属 類 や 燃え や すい も の 、 液 状 の も の な ど 異 物 を 差 
し と ん だ り 。 落し た り し な パ で くだ さゆ 。 
万 一 異物 が 入っ た 場合 は 、 た だ ち に 電源 を 切り プラ グ を コン セン ト か ら 抜 いて 販売 店 に ご 相談 く 
だ きい 。 その まま 使用 する と 感電 、 火 災 、 故 障 の 原因 に な り ま す 。 





較 ケー ス は 絶対 に 分 解 し な いで くだ さい 。 内 部 に は 感電 の 危険 の ある 箇所 が あり ます 。 ま た 故障 の 





原因 に も な り ま す 。 














較 外出 な ど で 長 時 間 ご 使用 に な ら な いと き に は 電源 スイ ッ チ を 切っ て くだ さい 。 
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次 部 の 名 称 


PC- 6022 の 構成 お よび 各部 の 名 称 を 下図 示し ます 。 梱 包 を あけ まし た ら 、 は じ め に 下記 の 付属 品 が 添付 
され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 








本体 前 面 > 
受け 溝 ロー ル 紙 受け 部 PC-6022 本 体 
上 部 カバ ー 
ペー パー カッ ター 20 TTT「 ンス 
コン トロ ー ル バ パネル 
〈 本 体育 面 > 





電源 スイ ッ チ 


電源 コー ド 


36Pin コ ネ ク タ 


く 付属 品 > 


T 講 一 一 和議 


水性 ボー ル ペ ン (4 色 セッ ト ) 


ロー ル 紙 受 軸 


< コント ロール パネ ル 部 > 


ペン 操作 ( 紙 送り ) キ ー 















上 キー 
右 キー 
下 キー 


同軸 | (ペー パー フィ ー ド ) 


左 キー 


Color Plotter Printer 
Pide 和 Narahms 人 Psidaaea 


Pc-6022 人 軸 連 


STEP2 ひら か な 









ドコ 


25 ェ シッ ジ 中 一 


( 素 ) 7 カラ ー チ ェ ン ジ キ ー 
ス ド ッ プ キ ー 
スト ッ プ イン ディ ケー タ | ひら が な / カ タカ ナ 切 換え スイ ッ チ 


?2 下 


STEP 切 換え スイ ッ チ 





く < プロッタ プリ ンタ ユニ ッ ト 部 > 


紙 お さ え ロ ー ラ ( 左 ) ゴム ロー ラ ペン も ど し バ ネ 
紙 ガ イド プレ ー ト 


紙 お さ え ロ ー ラ ( 右 ) 
ワイ ヤ 












































II 
中 
計 Il 
人 


色 検 出 磁石 スラ イタ 軸 ペン 取出 し レバ ー 
ペン ホル ダ ユ ニッ ト スラ イダ ユニ ッ ト ペン 押し 出し レバ ー 軸 ペン 取出 し ピン 














操作 の し か た 


電源 スイ ッ チ 

電源 スイ ッ チ は 背面 に あり ます 。 電源 スイ ッ チ を ON に し ます と 、POWER イ ン デ ヂ ディ ケ ー タ が 
点灯 し ます 。 同時 に 、 ス ライ ダ ユ ニッ ト が 左側 へ 移動 し 、 左 壁面 に 押し つけ られ ます 。 こ れ は べ ペ 
ン 位置 を 初期 化 さ せる た めで す 。 次 に 、 ス ライ ダ ユ ニッ ト が 左右 に 運動 し て 黒 の ペン ホル ダ が 真 
. 全 選 半 和 の 

そし て 、 ス ライ ダ ユ ニッ ト は 印字 範囲 の 先頭 位置 まで 移動 し て 停止 し ます 。 

電源 スイ ッ チ は 、 ペ ン 操 作 キ ーー と 連動 し て テス ト 印 字 の 開始 に も 使う こと が で きま す 。 テ スト 
印字 の し か た は 『2-5. テ スト 印字 』 の 項 (10 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


』 記 = 吾 記録 紙 
記録 紙 は 専用 の ロー ル 紙 (PC-6022-RP) を お 使い くだ さい 。 
は が き な ど の 厚い 紙 を お 使い に な る と 故障 の 原因 に な り ま す 。 








記録 紙 購入 の 際 は 、 お 買い あげ の 販売 店 か NEC マ イコ ン シ ョ ッ プ 、NECBit-INN で 
PC-6022-RP、 ロ ー ル 紙 と ご 指定 くだ さい 。 

| PC-6022-RP の 仕様 | 

「 呈 名 ロー ル 紙 











紙 質 45kg 白 色 上 質 紙 (普通 紙 ) 
紙 時 。 114.5 土 0.2mm 

紙 厚 約 70gm 

紙 長 。 約 56m 


エン ド マ ー ク 末端 約 50cm 赤 イン ク 表 示 








ロー ル 紙 の 装着 は 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 
1。 上 部 あみ パー と ペー パー カッ ター を と り ば ず し て くだ さい 。 














2. PC-6022 の 電源 を ON に し て くだ さい 。 
3. ハサミ や カッ ター を 使っ て ロー ル 紙 の 先端 を ロー ル 軸 に 対し て 平行 に 切っ て くだ さい 。 








4. ロー ル 紙 の 先端 を 紙 挿 入口 に 入れ て くだ さい 。 こ の 際 ロ ー ル 紙 の 両端 が ロー ル 紙 受け 部 の 壁面 
と 平 条 に 婦 る よう に まっ すぐ 差し 込ん で くだ きい 。 
5. ロー ル 紙 を 差し 込み な が ら 、PAPER FEED キー( ペ ント キー) を 押し ます と 、 ロ ー ル 紙 が 送 
られ ます 。 
(注意 》 
この 際 、 紙 の 切り か た が 悪かっ た り 、 紙 の 挿入 の し か た が 悪い と ロー ル 紙 が 送ら れ な か っ た 
り 、 紙 の 先端 が 紙 お さ きえ ロー ラ に ひっ か か っ た り し ます の で 、 紙 送り の 状態 に 注意 し な が ら 、 
PAPER FEED キー を 押し て くだ さい 。 
も し 、 紙 お きえ ロー ラ に ひっ か か っ た と き に は 、 紙 送り を や め て ピン セッ ト な ど で 紙 が 正常 
な 状態 に な る よう に し て くだ さい 。 こ の と き 、 ロ ー ル 紙 を も っ て 逆 方 向 に ひっ ぱり 出す こと は 
や め て くだ さい 。 ペ ン ホ ル ダ ユ ニッ ト 先 端 の ペン も ど し バ ネ が 紙 に 巻き 込ま れ て 変形 する こと 





が あります 。 
下図 の よう に 紙 が 紙 お さ え ロ ー ラ の 上 に 紙 が ひっ か か っ て 下図 左 の よう に な っ た ら 
出 て きた ら 紙 送り を 中 止 し て くだ さい 。 ピン セッ ト な ど で も と に も ど し て くだ さい 。 





| 紙 ガ イド プレ ー ト 紙 ガ イド プレ ー ト 紙 お さ え ロ ー ラ 





6. 5cm 以 上 紙 が 出 た ら 、 上 部 カバ ー と ペー パー カッ ター を も と どおり に は めこ み ま す 。 
7. ロー ル 紙 の 中 空 部 に 付属 の ロー ル 紙 受 軸 を 通し て 受け 溝 に セッ ト し ます 。 














] 水性 ペ ン 


水性 ペン は 専用 の 水性 ボー ル ペ ン を お 使い くだ さい 。 








INN で 下記 の 型 名 を ご 指定 くだ さい 。 





| 水性 ポ ボールペン の 仕様 | 





外 形 23.3X5 ゅ (mm) 
重 さ 約 0.7 9 





水性 ボー ル ペ ン 購 入 の 際 は 、 お 買い あげ の 販売 店 か が NEC マイ コン ショ ッ プ 、NE CBit 


品 名 型 名 
カラ ー ペ ン 4 色 ( 黒 、 青 、 緑 、 赤 ) セッ ト 各 | 本 PC-6022- S 
カラ ー ペ ン 黒 4 本 PC-6022-BK 
カラ ー ベ ペン 青 4 本 PO-6022-BL 
カラ ー ペ ン 緑 4 本 PO-6022-GR 
カラ ー ペ ン 赤 4 本 PO-6022- RD 


筆記 距離 " 約 200m 標準 文字 で 約 2 万 字 ( 無 乾 燥 状態 ) 








水性 ボールペン は 、 著 燥 に 弱い の で 長 時 間 ご 使用 に を ならない と き は 必ず キャ ッ プ を つけ て くだ 





ペン 先 が 乾 燥 し て 書け な く な っ た 場合 
を つけ て よく ふっ て くだ さい 。 ある 程度 


さい 。 放置 し て お きま す と 、 革 記 距 離 に 影響 し て きま す 。 


は ペン を ペン ホル ダ ユ ニッ ト か ら は ず し 、 ペ ン 先 に 真水 





回 復 し ます 。 


水性 ペン を と りつ けた り 、 と り は ず し た りす る と き は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


と りつ ける と き 


1.PC-6022 の 電源 を ON し て くだ さい 。 STOP イ ン デ ィ ケ ー タ が 点灯 し て いる こと を 確 め て くだ 
さい 。 点灯 し て いな いと き は 、STOP キ ー を 押し て くだ さい 。 


2 ペー ツキ ー み かみ ッ グー 一 才 を と りほ は すず すし て く 


だ さめ 。 


3.P.C キ ー を 押し て くだ さい 。 ス ライ ダ ユ ニッ ト が 右端 (ペン 交換 位置 ) に 移動 し ます 。 

4. ペ ン ホ ル ダ ユ ニッ ト に ペン を も どす た め の 穴 の あい た 板 バ ネ (ペン も ど し バ ネ ) が つい て いま 
す 。 ペ ン を ペン ホル ダ ユ ニッ ト に 入れ て 板 バ ネ の 穴 に ペン 先 が は いる よう に し て くだ さい 。 正 
常に は いっ て いな いと 故障 の 原因 に な 
で くだ さい 。 























hk が ユー アト 放 artLze ネ 


スラ イダ ユニ ッ ト 


り ま す 。 こ の と き 、 ス ライ ダ ユ ニッ ト を 指 で 動か みさ な い 






ペン スト ッ パ 
ペン 取り 出し 
レバ ー 


スラ イダ 軸 

















5. 次 の ペン を と りつ ける と き は 、C.C キー を 押し 、 ペ ペンホルダー ユニ ッ ト を 回 転 き せ て くだ さい 。 
ペン の 人 色 順 は 、 色 検出 磁石 か ら 右 まわ り に 黒 、 青 、 緑 、 赤 の 順に し て くだ さい 。 


圏 とり は ず す と き 

1.P.C キ ー を 押し 、 ス ライ ダ ュ ニット を ペン 変換 位置 に 移動 し て くだ さい 。 

2. ペ ン 取 り 出 し レバ ー を 指 で 押し て くだ さい 。 ペン 取り 出し ピン が ペン の 後部 を は ね あげ ます 。 
3. ペ ン の 胴 部 を 指 で 軽く 押え て 、 手 前 の 方 向 に すべ ら せ な が ら 、 つ まみ 出し て くだ さい 。 

4. 取 り 出 し た ペン は 必ず キャ ッ プ を つけ る よう に し て くだ さい 。 


マニ ュ ア ルス イッ チ 

マデ ー ュ アル スイ w サ に は 、 ペ シン 操 作 キ ー4 個 、 ペ シナ チェ シタ ジ キー、 カテ ジーナ チェ ジジ キー、 ひら が 
な カタ カナ 切換 え ス イッ チ 、STEP 切 換え スイ ッ チ 、STOP キー (オレ ンジ 色 ) が あり 、 全 部 
で 9 個 で す 。『 各部 の 名 称 』 の 項 (4 ペー ジ ) の 図 を みて 確認 し て くだ さい 。 

















⑯ ペ ン 操 作 キー 


この キー は ペン 位置 と 紙 位 置 を 移動 きせ る キー で す 。 

STOP イ ン デ ィ ケ ー タ が 点灯 し て いる と きのみ 動 作 し ます 。 

キー の 矢印 は 紙 に 対す る ペン の 移動 方 向 を 相対 的 に 示す も の で あり 国 了 の と き は ペン が 左右 
に 動き 、 軸 同 の と き は 紙 が 上 下 逆 方 向 に 動き ます 。 国 は 紙 送り (PAPER FEED ) に 相当 する 
こと に な り ま す 。 以後 、 便 宜 的 に ペン 操作 キー と 呼び ます 。 

これ ら の キー に よる 動作 に は 単発 動作 と 連続 動作 と が あり 、 キ 一 入力 が あっ た と き 新 た に 押さ 
れ た キー に 対し て の み 単 発動 作 し 、0.35 秒 以上 同じ 組み 合わ せ の キー を 押し 続 ける と 連続 動作 に 
は いり ます 。 園 団 国 也 の 組み 合わ せ に より 8 方 向 の ペン 移動 が で きま す 。 相 反する キー を 同 
時 に 押し た と き は 相殺 され 、 ペ ン は 移動 し ませ ん 。 

ペン の 移動 速度 、 紙 の 移動 速度 は と も に 軸 方 向 52mm ノ 秒 (260 歩 進 / 秒 ) で す 。 

ペン の 可動 範囲 は X 軸 方 向 ( 横 方 向 ) に 96mm(480 歩 進 ) で 印字 可能 な 男 囲 を 動き ます 。 ペ ン 交 
換 位置 、 色 換え 位置 へ は 移動 で きま せん 。 

テス ト 印 字 を 行う とき 、 こ れ ら の キー を 用 いま す 。 電源 0N 後 、 ペ ン 位 置 、 色 の 初期 化 を 行っ 
た 後 、 ペ ン が 印字 可能 範囲 の 左端 位置 に 移動 し ます 。 その 位置 に お いて ペン 操作 キー の 入力 が あ 
る と テス ト 印 字 が 開始 され ます 。 詳 し く は 『2-5. テ スト 印字 』 の 項 (10 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 





























@P.C キ ー (ペン チェ ンジ キー) 

この キー は ペン を ペン 交換 位置 へ 移動 きせ る キー で す 。 

STOP イ ン デ ィ ケ ー タ が 点灯 し て いる と きのみ 動作 し ます 。 

この キー を 押す と ペン は 右端 (印字 可能 範囲 右端 より さら に 1mm 右 ) へ 移動 し 、 ペ ン 交 換 が 可 
能 に な り ま す 。 ペ ン 交 換 の 詳し い 方 法 は 『2-3. 水 性 ペン 』 の 項 (7 ペー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 ま 
た 、 ペ ン 変 換 位置 で は 、 ペ ン 操 作 キ ー は 働き ませ ん 。C.C キー は 動作 し 、 任 意 の 色 に 換え られ ます 。 
C.C 動作 終了 後 の 戻 り 位置 は ペン 変換 位置 で す 。 再 度 P.C キー を 押す と 、 は じ め の P.C キー 入力 
前 の 位置 に 戻り ます 。 








ペン 変換 位置 で STOP キー を 押す と 、 P. じ キー に よっ て 移動 する 前 の 位置 に 戻っ て スト ッ プ 
解除 状態 に な り ま す 。P.C キ ー あ る い は C.C キー に よっ て ペン が 移動 し て いる 間 で も STOP キ ー 
は 。 う けつ けら れれ ます 。 


′ ゆ CC キー (カラ ー チ ェ ン ジ キ ー) 


2 この キー は ペン の 色 換 え 動 作 を 実行 させ る キー で す 。 

STOP イ ン デ ィ ケ ー タ が 点灯 し て いる と きのみ 動作 し ます 。 

この キー を 押す と ペン は 左端 (印字 可能 範囲 左端 より さら に 約 12m 左 ) で ペン ホル ダ ユ ニッ ト 
が 回 転 し ます 。 次 の 色 に 換え る の に 3 スト ロー ク の 往復 動作 を 行い ます 。 連 続 し て 押す と 押し て 
いる 間 じ ゅ う 色 換え 動作 を 行い ます 。 

C.C 動作 終了 後 は 、C.C キ ー 入 力 前 の 位置 に 戻り ます 。 

C.C 動作 中 で も STOP キ ー は うけ つけ られ 、 C.C キー 入力 前 の 位置 に 戻っ て 、 ス トッ プ 解 除 状 
菊 に な り ま す 。 














STOP キ ー (オン ライ ン 動 作 一 時 停止 継続 キー) 


この キー は オン ライ ン と オフ ライ ン を 切換 える キー で す 。 


オン シラ イシ 時 POPRWmoeoomonneeooo コン ピュ ー タ 側 (PC-6001) か ら 送 られ て くる 送信 コー ド を 
スト ッ プ 解除 状態 | イン タフ ェ ー ス ケー ブル を 介し て 受付 け 、 そ れ に 対応 する 動 
人 es 作 を し ます 。 
の オジ ライ シン 時 eeeeieentrennresvnnzno この 状態 で は 送信 コー ド を 受付 け ま せん 。 コ ンピュータ 側 へ 
スト ッ プ 状態 は BUSY 状 態 を 示す 信号 を 出力 し ます 。 た だ し 、 プ リン タ 内 
Mi ン ザ ディ 昌和 に は デー タバ ッ フ ァ が あり 、31byte 以 下 の デ ー タ は 貯え る こ 


と が で きま す 。 貯え られ た デー タ に 対応 する 動作 は 、 ス トッ 
プ 解 除 後に 実行 され ます 。 
STOP イ ン デ ィ ケ ー タ (赤色 LED) が 点灯 し て いる と き は スト ッ プ 状態 で あり 、 消 灯 し て いる 
と き は スト ッ プ 解除 状態 で す 。 ペ ン 操 作 キ ー、P.C キ ー、C.C じ キー は スト ッ プ 状態 の と きのみ 動 
作 し ます 。 
スト ッ プ 状態 と スト ッ プ 解除 状態 は この キー を 押す た びに 切換 わり ます 。 印字 途中 で も スト ッ 
プ 状 態 に する こと が で きま す 。 た だ し 、 印 字 中 の 文字 また は 線 は 、1 文字 分 また は 1 命令 分 の 動 
作 を 完了 し て か ら 停 止 し ます 。 こ の キー に より 連続 印字 中 の 紙切れ 、 イ ンク 切れ に 対し て 緊急 停 
止 き 世 る こと が で きま す 。 到 C キ ー、 CC キー に よっ て ポン が 移動 し て いる 間 で も 、 STOP 和 キ 一 
は 受付 けら れ 、 も と の 位置 に 戻っ て スト ッ プ 解除 状態 に な り ま す 。 
電源 0 N 後 の 状態 (初期 状態 ) は スト ッ プ 状態 で す 。 


ひら が な カタ カナ 切換 え ス イッ チ 


キャ ラク タコ ー ド 160 一 255 (10 進 ) プ A 0 一 FF (16 進 ) に 対す る 文字 と し て 、 ひ ら が な ある 
い は カタ カナ の どちら か を 選択 する スイ ッ チ で す 。 

オン ライ ン 動 作 中 で も 切換 えら れ ま す が 、 文 字 印 字 中 の 場合 、 次 の 文字 か ら 適用 きれ ます 。 た 
だ し 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 「P」 命 令 で は 、1 つの 命令 が 完了 し て か ら 適 用 され ます 。 ま た 、 ひ 








ら が な と カタ カナ は コマ ンド に よっ て も 切換 え が 可 能 で あり 、 こ の マニ ュ ア ルス イッ チ の と お り 
の キャ ラク タ セ ッ ト を 与え る コマ ンド と 、 こ の マニ ュ ア ルス イッ チ と は 送 の キャ ラク タ セ ッ ト を 
与え る コマ ンド と が あり ます 。 


⑯ STEP 切 換え スイ ッ チ 


最小 文字 の 大 き さ を 2 段階 に 切換 を る スイ ッ チ で す 。 

オン ライ ン 動 作 中 で も 切換 えら れ ま す が 、 文字 印字 中 の 場合 、 次 の 文字 か ら 適用 きれ ます 。 た 
だ し 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 「 失 」「P」 命令 で は 、 1 つの 命令 が 完了 し て か ら 適 用 され ます 。 文字 
の 大 き さ は コマ ンド に よっ て も 切換 えら れ 、 最 小文字 に 対す る 倍率 を 10 段 階 ( ベ 1 一 X10) に 設 


定 で きま す 。 

@STEP1 の と き 最小 文字 の 大 き さ ……… よこ X た て 0.8X1.2(m) 〔4 X 6( 歩 進 ) 
隣接 文字 問 …ー ド ドド ドド ドー ドー ドー 1.2(mm) [ 6 ( 歩 進 ) 
行 問 ……ーーー ド oeremremrenm… 2.0(mm) 10 ( 歩 進 ) 

@STEP2 の と き 最小 文字 の 大 き さ ……… よこ X た て 1.6X2.4(mm) [8 12( 歩 進 ) 
際 接 文字 問 …iー ド iiiermet 2 .4(mm) 12 ( 歩 進 ) 
行 問 癌 ドド ei 4 .0(mm) 20 ( 歩 進 ) 























ここ て で 歩 進 と は ステ ッ プ モー タ の ステ ッ プ 数 を 意味 し ます 。 
NM 1 歩 進 三 0.2mm で す 。 
グラ フィ ッ ク モ ー ド 「Q⑩」 命令 に より 文字 を 45* 回 転 さ せ た 場 合 は 、 倍 率 が 不正 確 に な り ま す の 
で 注意 し て くだ さい 。 特に 倍率 1 の と き は 歩 進 長 の 制限 に より スイ ッ チ を 切換 えて も 大 き さ が か 変 
わり ませ ん 。 


居 還 還 テス ト 印字 
テス ト 印 字 を 行う と き は 、 ペ ン 操 作 キ ー を 用 いま す 。 
電源 0 N 後 、 ペ ン 位置 、 色 の 初期 化 を 行い 、 ペ ン が 印字 可能 男 囲 の 左端 位置 に 移動 し ます が そ 
の 位置 で ペン 操作 キー の 入力 が ある と テス ト 印 字 が 開始 され ます 。 
押し た ペン 操作 キー と テス ト 印 字 の ペン の 色 と は 対応 し て いて 、 国 黒 、 阿 青 、 国 緑 、[ 還 赤 と な っ て い 
ます 。 つ まり ペン ホル ダ で の ペン 位置 と ペン 操作 キー の 位置 関係 が 対応 し て いる こと に な り ま す 。 


























PEN | 





複数 の キー 入力 が あっ た と き は 、 そ れ ら に 対し て すべ て の テス ト 印 字 が 行わ れ ま す 。 

テス ト 印 字 で は 、 内 蔵 し て いる すべ て の キャ ラク タ を 印字 し ます 。 印字 順 は 英 数 字 、 カ タカ ナ 、 
ひら が な の 順 で す 。 (た だ し 、 ひ ら が な カタ カナ 切換 え ス イッ チ が ひら が な の と き ) 

テス ト 印 字 中 で も 、STEP 切 換え スイ ッ チ 、 ひ ら が な カタ カナ 切換 え ス イッ チ は 有効 で す 。 

STEP 1 の と き 80 桁 表示 と な り 、STEP 2 の と き 40 桁 表示 に な り ま す 。 
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テス ト 印 字 完 了 後 は ペン 位置 、 色 を 初期 化し て 停止 し ます 。( 印 字 可 能 範 囲 左端 位置 、 ペ ン 色 は 


早 ) 


停止 と 同時 に スト ッ プ イン ディ ケー タ が 点灯 し 、 オ フラ イン 状態 に な り ま す 。 


編 還 記 イン タフ ェ ー ス ケー プ ブル 
2 パー ソナ ルコ ンピュータ PC-6001 と の 接続 に は 専用 の プリ ンタ 用 ケー ブル PC-6094 を お 使い く 
だ さい 。 PC-6094 の 端子 接続 は 下図 の よう に な っ て いま す 。 接続 は 必ず 電源 を 切っ て か ら 行 っ て 
くだ さい 。 コネ クタ 接続 の 際 、 ク ラン ノバ パ で 両側 を し っ か り と 固定 し て くだ さい 。 PC-6022 の イン 
タフ ェ ー ス 仕様 に つい て は 『 


< 端子 接続 > 











記 イ ンタ フェ ー ス 仕様 』 の 項 (26 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 



























































PC-6001 
14 ピ ンコ ネ ク タ 36 ピ ンコ ネ ク タ 
ケー ブル 

Data Strobe ここ 7 〇 
Data 0 〇 〇 

3 9 
Data 1 4 4 (8) 
Data 2 9 5 〇 
Data 3 〇 O 〇 

6 6 
Data 4 O> 2 の ⑥) 
Data 5 の 8 〇 
Data 6 の 9 〇 
Data 7 O 〇 

10 10 
て 11 11 
READY 9 12 〇 
ソ s 18 こ 
( O 

0 14 14 
GND O- 15 〇 
O 
16 
7 。 
18 

19 「 


.J 


CS 
ご 〇 > 


に E】 コマ ント 説明 


回 叶 伸 Neo-BASIC で 動か す と き 


Neo- BASIC で PC-6022 を 動か す 場 合 に は 次 の よう な コマ ンド が あり ます 。 
LPRINT ……… @ 引 用 符 で 囲ま れ た 文字 列 の コー ド を 出力 し ます 。 
@ 数 値 変数 の 値 を ASCII コー ド で 出力 し ます 。 
@CHR$(n) の n に 相当 する コー ド を 出力 し ます 。 
LLIST ……… @ 指定 され た プロ グラ ムリ スト を 出力 し ます 。 
テキ スト モ 一 ドド 状態 で コマ シド を 与え て 《 だ さい 。 デ 寺 ス トモ ー ド に 
つい て は 後述 し ます 。 
LFILES ……… @ 指定 され た ドラ イブ 番号 の ディ スク に は いっ て いる ファ イル 名 を 出力 し ます 。 
( Neo - 拡 張 BASIC) 
な お Ne0o-BASIC の LPRINT で は 出力 で き な い コー ド 、 他 の コー ド に 変換 され て 出力 され る コ 


ー ド が あり 全 す 。 

09 (16 進 ) eee @ い くつ か の スペ ー ス コー ド 20 (16 進 ) に 変換 され て 出力 され 
ます 

14 ( 16 進 ) PPCPPPLPPDDCCDPCODCCCCDCCCO @ 出 力 さ れ ま せん 。 

86 一 9F,E0 一 FF (16 進 ) ……… @ それ ぞ れ A6 一 BF,C0 一 DE (16 進 ) に 変換 され て 出力 され ま 
す 。 つま り Nu - BASIC の ひら が な を コード は か クタ カナ コー ド 
に 変換 され て 出力 され て いま す 。 


これ ら の コー ド を 出力 する 場合 は 次 の よう に し ます 。 

《 例 》 14 (16 進 ) を 出力 する 場合 
10 A= テ 255 二 &H14 。  …… 出力 デー タ の 設定 を 行ない ます 
20 B ニ 2AND (INP( &HCO) ) 
30 IF B 三 0 THEN 20 


GSR BUSY チ ェ ッ ク を 行ない ます 。 


40 OUT &H91JA mr ザー 多 を 出力 し ます 。 
50 OUT &H93, 1 

| ee STROBE を 出力 し ます 。 
60 OUT &H93,0 
70 END 


LPRINT 文 の 最後 に も ミコ ロン ( : ) が な いと き は 自動 的 に 0 D(16 進 )、0 A (16 進 ) の 2 つの 
の ヨー ド が 出力 され ます 。 テ キス トト モード に お いて この コー ド は キャ リッ ジリ ター シ と ライ シフ 
ィ ー ド の コマ ンド に 相当 し ます 。 よ っ て この コー ド を 出力 し た く な いと き は LPRINT 文 の 最後 に 
セミ コロ ン (』 ) を つけ て くだ さい 。 た だ し 、 即 時 実行 文 や プロ グラ ム の 終結 で は セミ コロ ン (j ) 
を つけ て も 上 記 の 2 コー ド が 出力 され ます 。 


《 例 》 10 LPRINT“A" 《 出 力 例 》 
20 LPRINT“B" 
30 LPRINT“C" 
40 END 
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《 例 》) 10 LPRINT“A”": 《 出 力 例 〉 
20 LPRINT“B": 
30 LPRINT“O”: 
40 END 

LPRINT 文 の デー タ を 連結 さき せる と き は プラ ス ( 十 ) ある い は セミ コロ ン (  ) を 使い ます 。 

《 例 》) 10 LPRINT“A" 十 “B”:“O" 《 出 力 例 》 
20 END 








田 Neo-BASIC の LCOPY 命 令 (画面 の コピ ー) は 使え ませ ん 。 

LCOPY を 送る と 、 送 られ て くる コー ド に 対応 し た 文字 印字 や グラ フィ ッ ク 動 作 を し て 、 し ば 
らく と まり ませ ん 。 と め た い 場 合 は 一 度 PC- 6022 の 電源 を 切る よう に し て くだ さい 。 

LCOPY が プロ グラ ム 中 に ある と き は 、 命 令 を 削除 し て 実行 する よう に し て くだ さい 。 





因 軸 モード 設定 に つい て 
PC- 6022 に は テキ スト モー ド と グラ フィ ッ ク モ ー ド が あり ます 。 テ キス トモ ー ド で は 通常 の プ 
リン タ と し て の 機能 を も ち ま す 。 グラ フィ ッ ク モ ー ド で は プロ ッ タ と し て の 機能 を も ち ま す 。 電 
源 0N 直 後 は 、 テ キス トモ ー ド に な っ て いま す 。 グラ フィ ッ ク モ ー ド に 切換 える と き は 19(10 進 ) 
グ 13 (16 進 ) を 送っ て くだ さい 。 テキスト モード に 切換 える と き は 17 (10 進 ) プ 11 (16 進 ) を 送 





っ で を 着き wi 

《 例 〉 
の グフ フォ イッ クモ 一 F に 切 有 た る と き ーーー ツ LPRINT CHR$ (19) : 
$ デ キス トモ ー ド に 切換え る と き ………ー ツ ーー LPRINT CHR$ (17) : 


以下 、 コ マン ド の 説明 に 使う 記号 、 表 記 を 次 の よう に 定め ます 。 
ン キャ リッ ジリ ター ン  : JIS コ ー ド で 13 (10 進 ) 0D (16 進 ) 
ESO エス ケー プ : JIS コ ー ド で 27 (10 進 ) 1B (16 進 ) 


回 時 較 テキ スト モー ド 


この モー ド で は 通常 の プリ ンタ と し て の 機能 を も ち ま す 。 特徴 と し て 次 に あげ る こと が ら が あ 
ず 。 けり ます 。 

@ 英 大 文字 、 英 小文字 、 数 字 、 記 号 の ほか 、 カ タカ ナ お よび ひら が な を 印字 する こと が で きま す 。 
( 全 224 キャ ラク タ 『3-6 キャ ラク タコ ー ド 表 』 の 項 を 参照 し て くだ さい 。) 

@ 1 文字 ずつ 印字 し て ゆき ます 。 デ ー タ バッ ファ は 31byte で す 。 

@ 行 未 部 で 次 の 印字 命令 が くる と 自動 的 に キ を ャ リッ ジリ ター ン 、 ラ イン フィ ー ド を 行い ます 。 

@ モー ド 切 換え コマ ンド を 除い た コマ ンド は 7 種 あ り ま す 。 そ の うち 3 種 は エス ケー プシ ー ケ ン 
ス に よる 複数 コー ドコ マン ド で す 。 
次 に 各 コ マン ド に つい て 説明 し ます 。 
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⑩⑯BS (バッ クス ペー ス ) 8 (10 進 )/08 (16 進 ) 

1 文字 前 の 印字 開始 位置 に ペン が 移動 し ます 。 行 の 先頭 位置 に ある と き 、 あ る い は 1 文字 幅 分 
左 の 位置 が 印字 可能 範囲 を 超え る と き は 、 前 行 行末 の 印字 開始 位置 に 移動 し ます 。 

STEP 切 換え スイ ッ チ 、 コ マン ド に よる 文字 倍率 に より 、 移 動 位置 が 算出 され ます 。 これ は 後 
で 説明 する LF、LU に つい て も 同様 で す 。 

下 の 例 は プロ グラ ム 中 の 一 部 を 示し ます 。 











@LF (ライ ン フ ィ ー ド ) 10 (10 進 )/0A (16 進 ) 
1 行 分 、 下 行 へ 改行 し ます 。 ペ ン 位 置 は 変わ り ま せん 。 
《 例 》 1 は 51838 





LU (ライ ン ア ッ プ ) 11 (10 進 ) プ 0B (16 進 ) 
1 行 分 、 上 行 へ 改行 し ます 。 ペ ン 位置 は 変わ り ま せん 。 
《 例 》 SNEEiAUEIS7931SYSCS2S5siS な 7 な 3 っ 00 人 Goes 











の CR (キャ リッ ジリ ター ン ) 13 (10 進 ) プ 0D (16 進 ) 
その 行 の 先頭 位置 に ペン が 移動 し ます 。 改 行 は 行い ませ ん 。 
《 例 》 3917 の 98 いあ 1 に SS282 洛 0 


T mode (テキ スト モー ド ) 17 (10 進 ) プ 11 (16 進 ) 
テキ スト モー ド に 設定 し ます 。 初 期 状態 (電源 0 N 後 の 状態 ) は この モー ド に な っ て いま す 。 
この コー ド は グラ フィ ッ ク モ ー ド 時 に 有効 と な り ま す 。 





⑯G mode (グラ フィ ッ ク モ ー ド ) 19 (10 進 ) ン 13 (16 進 ) 
グラ フィ ッ ク モ ー ド に 設定 し ます 。 テ キス トモ ー ド 時 に 有効 と な り ま す 。 





の 文字 倍率 の 設定 ESC+ キ 0"ー パ 9? 
ステ ッ プ 切換 スイ ッ チ で 設定 され た 文字 の 大 き さ に 対し て 、 倍 率 (X1 一 ※10) の 設定 を 行い ます 。 
初期 状態 (電源 0N 後 の 状態 ) は X 1 で す 。 
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《 例 》 


400 LPRINT CHRS$ (27) 土 “O7 : 
410 LPRINT CHRS (27) キバ 1? 


420 LPRINT 


CHR$ (27) 


X 1 に 設定 し ます 。 
2 に 設定 し ます 。 


PP X10 に 設定 し ます 。 


@ 麗 値 と 倍率 が 1 つ ず れ て いま す の で 注意 し て くだ さい 。 
ESC 十 \a 々 っ さ h ヶ 


⑬ 色 の 設定 





指定 し た 色 に 色 換 え 動作 し ます 。 現在 の 色 と 同 じ 色 を 指定 し た 場合 は 動作 し ませ ん 。 


《 例 》 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 


CHRS$ (27) 
CHR$ (27) 
CHR$ (27) 
CHRS (27) 


十 "a" i 皿 に し ます 。 
キ ま YD7 青 に し ます 。 
中 得 縁 に し ます 。 
Nd : 痕 に し まず 。 


@ a,b,c,d の か わり に e,f,g,h を 与え て も 色 指 定 が で きま す 。 
か な 文字 グル ー プ の 設定 


ESC 十 4 2 上 “や 9 ター や の イィ 





テキ スト モー ド で 160 一 255 (10 進 ) プ ご A 0 一 FF (16 進 ) の コー ド に 対応 する か な 文字 を 選択 


し ます 。 
《 例 〉 
600 LPRINT 


CHR$ (27) 


因 旋 信 グラ フィ ッ ク モ ー ド 


この モー ド で は プロ ッ タ と し て の 機能 を も ち ま す 。 こ の モー ド に する こと に より グラ ブフ の 作成 


圭 ゞ ) 1 


後 は 、 こ の 状態 で す 。 


し ます 。 


や 作画 が で きま す 。 特徴 と し て 次 に あげ る こと が ら が あり ます 。 
@ モー ド 切 換え コマ ンド を 除い た コマ ンド は 12 種 あり ます 。 





@ コン ンド の 終結 コ 


簡単 に 表記 で きま す 。 
@ ペン の アッ プ ダ ウン と 移動 が 別々 の コマ ンド に な っ て いて 、 


て いま す 。 


ド (を 


@45 単位 で 文字 回 転 が 行 えま す 。 

@ 渓 字 な どの キャ ラク タ 作 成 が 容易 に で きる コマ ンド が 準備 され て いま す 。 

@ コ マン ドコ ー ド は 大 文字 で も 小文字 どちら で も 受付 け ま す 。 
次 に 各 コ マン ド に つい て 説明 し ます 。 


き 弥 
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ひら が な カタ カナ 切換 え ス イッ チ て で 選択 き 
れ た 文字 グル ー プ を 選択 し ます 。 電源 0N 直 


ひら が な カタ カナ 切換 え ス イッ チ で 選択 き 
れ た 文字 グル ー プ と 逆 の 文字 グル ー プ を 選択 


タ ) は すべ て キャ リッ ジリ ター ン で す の で LPRINT 文 で 


コマ ンド コー ド が 覚え や すく な っ 





びり 命令 ペン アッ テ 
書 式 U ソ 
この 命令 以降 の 「A」「R」 命令 の 実行 は 、、 ペ ン を あげ た 状態 で 行わ れ ま す 。 
グラ フィ ッ ク モ ー ド に 切換 え 直 後 は この 状態 で す 。 
《 例 〉 LPRINT ヾ U/ 
@②D 命令 ペン ダウ ン 
書 式 D ン 
この 命令 以降 の 「A」「R」 命令 の 実行 は ペン を お ろ し た 状態 で 行わ れ ま す 。 
《 例 》 LPRINT ヾ D? 











| 命令 zero 点 イニ シャ ライ ズ 
書 式 1 
印字 可能 男 囲 最 左 端 の X 位 置 を XX 座標 三 0 に 設定 し 、 現 在 の Y 位 置 を Y 座 標 三 0 に 設定 し ます 。 





つま り 、zero 点 ( 原 点 ) の 初期 化 を 行い ます 。 こ の 時 、 ペ ン 移 動 は 実行 され ませ ん 。 グラ フィ ッ ク 
ー ド に 切換 え 直 後 は 、 こ の 状態 で す 。 
Pe LPRINT バ |? 


2Z 命令 現在 位置 の zero 点 化 
書 式 Z ン 


現在 の 位置 を X Y 座 標 zero 点 ( 原 点 ) に 設定 し ます 。 この 時 、 ペ ン 移 動 は 実行 きれ ませ ん 。 
《 例 》 LPRINT ヾ Z? 








エラ ーー 処理 

上 記 各 コマ ンド (U, D, 1T, 乃 ) と ター ミネ ー タ (ご: キャ リッ ジリ ター ン ) と の 間 に ス ペ 
ー ス 【20 (16 進 )] 以 外 の コー ド が 入力 され た 場合 、 命 令 の 実行 は 行わ れず 、 タ ー ミ ネー タ が 
くる まで の コー ド を すべ て 無視 し ます 。 以 後 、 説 明 を 加え る コマ ンド に お いて も 同様 で 、 ス 
ペー ス 以 外 の 書式 に 合わ な い コ ー ド が きた 場合 、 命 令 の 実行 は 行わ れず 、 タ ー ミ ネー タ が く 
る まで の コー ド を すべ て 無視 し ます 。 














@ A 命 令 絶対 移動 (Absolute Move) 
書 式 A 土 m。 m。 m , 土 ns nz n、。 ン 


@ 「 土 」 は 「 十 」 あ る い は 「 一 」 の コー ド を 受付 け 、 引 続き 入力 され る 数 値 の 待 号 を 意味 し ます 。 
欠如 の 場合 は 「 十 」 に な り ま す 。 

@m。- ュ お よび n。ー ュ は 「0」 一 「 9 」 の 10 進 数 で す 。 欠如 の 場合 は m お よび n の 添字 の 数 字 の 大 
きい 方 か ら 「0」 が あて は め ら れ ま す 。 

@m お よび n が 3 桁 よ り 多 いと き は 、 あ と か ら 入 力 さ れ た 3 桁 の みみ 有効 に な り ま す 。 

@ ス ペース コー ド は 常に 無視 され ます 。 

@ 「 土 n。 n。 n」 」 が 欠如 の 場合 ! , 」 も 省く こと が で きま す 。 

@ 「A」 に 続く コー ド が 書式 に 合わ な い 場 合 、 命 令 の 実行 は 行わ れず ター ミネ ー タ ( : キャ リ 
ッ ジ リタ ー ン ) が 送ら れ て くる まで の コー ド を すべ て 無視 し ます 。 
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動 作 

@ 現在 の ペン 位置 より XX 座標 三 土 m。m。 m」, Y 座 標 三 土 nm。n。 n」 で 示さ れる 位置 へ ペン を 移動 し 
ます 。 

@ こ の と き 、 ペ ン の アッ プ ダ ウン は この 命令 以前 に 入力 され た 最後 の 「U り 」 あ る い は 「D」 の 
命令 に より 制御 され ます 。 
つま り 、 こ の 命令 以前 に 「D」 が 入力 され て いた 場合 は 、 描 線 し 、「U」 が 入力 され て いた 場合 
は 描線 せ ず 、 ペ ン 移 動 す る こと に な り ま す 。 

@ XY 座標 の 基準 点 (zero 点 、 原 点 ) は 以前 に 「T」 ま た は 「Z」 で 設定 され た 位置 で す 。 

@ 麗 値 は ステ ッ プ 数 を 表し 、1 ス テッ プ の 長 さ は 0.2mm で す 。X 方向 の 範囲 は 紙 幅 に より 制限 を う 
け 、 印 字 可 能 範 囲 最 左端 を メー 0 と し た 場合 、 最 右端 は X 三 480 と な り ま す 。 

@ も し 、XX 座 標 の 指定 が 0 ミ メ 人 ミ 480 の 範囲 外 の と き は 、 ペ ベン は Xー 0 もしくは Xー480 の 位置 で ペ 
ン ア ッ プ され 、Y 方 向 に だ け 移 動 で も きま す 。 0 ミ メ ミ 480 の 範囲 内 に 戻っ て きた 場合 、 ペ ン ア ッ 
プイ ダウ ン 状 態 は 復帰 し 、 叉 方 向 の 移動 も 可能 に な り ま す 。 

@ X 方 向 は 左右 方 向 で 右 方 向 を 「 十 」 と し 、 左 方 向 を 「 一 」 と し ます 。 Y 方 向 は 上 下方 向 で 上 方 
山 才 " 二 」 を し 、 下 向 を 「 一 」 と を し ます 。 


《 例 )》 
LPRINT ヾ A 3, 5? 絶対 位置 (3.5) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ヾ A,100? 絶対 位置 (0 ,100) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ~A25? 絶対 位置 (25, 0 ) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ヾ A? 絶対 位置 (0 , 0 ) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ~A 一 10, 十 33? 李 位 置 (10.33) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT “A1,.1007? 絶対 位置 (1 , 7 ) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT “A79 二 4? 無視 し ます 。 ペン は 移動 し ませ ん 。 
LPRINT ヾ AG6,5,1? 無視 し ます 。 ペ ン は 移動 し ませ ん 。 

《 例 》 絶対 座標 (X, Y) で 指定 し た 位置 まで 線 を ひき 、 そ れ を くり 返し ます 。 
10 LPRINT CHR$ (19) グラ アウ ャ タグ 先王 ド 作 し きす 。 
20 LPRINT ヾ D? ペン ダウ ン の 命令 を 出力 し ます 。 
30 INPUT バ X ニ =?:X 
40 INPUT バ Y テ ?:Y 
50 LPRINT AX: さ 2:Y (X,Y) で 指定 し た 位置 まで 線 を ひき ます 。 
60 GOTO 30 

⑬⑲R 命令 相対 移動 (Relative Move) 





書 式 R 土 m。m。 mi, 土 n。nz ni ご 
動作 @ コ マン ド 入 力 書式 は 「A」 の 場合 と 同様 で す 。 
@ 現在 位置 を 仮 の 原点 と し て XX 座標 三 土 m。m。m, Y 座 標 三 土 n。n。 n」 で 示さ れる 位置 へ 
ペン を 移動 し ます 。 
@ 動作 上 の 説明 は 「A」 の 場合 と 同じ で す 。 
@ 「R」 命令 の 場合 、「A」 命 令 と 異な り 、 何 回 も 「R」 命令 を 行う こと に より 原点 か ら の 
距離 を 大 きく する こと が 可能 で す 。 し か し 、 内 部 の 数 値 処理 の 制限 に より 次 の よう に 制 
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約 さ れ ま す 。 移動 先 の 座標 が 原点 に 対し て 一 欠 ? ミ X 公 25 一 1] ある い は 一 215 人 Y 人 ミ 215 一 1 
を 越え る 場合 , 
X の と き 符号 ビッ ト に 桁 上 げ さ れ 、 そ の 結果 に 相当 する 位置 へ 移動 し ます 。 つ まり 、 


2 一 1 より 夫 き ゅ とき は 「 一 」 領 城 へ 入り 、 一 2" よ り 小 きい と き 人 ほ 「 十 」 領 
域 へ 入り ます 。 


Y の と き の と き と 同 様 、 待 号 ビ ッ ト に 桁 上 げ ば され ます が 、 同 時 に 2 ニー2 や と な る 


よう に 原点 移動 が 行わ れ ま す の て で 出力 は 変わ り ま せん 。 た だ し 、 こ の 動作 の 
あと の 「A」 命 令 は 影響 を うけ ます 。 


この よう に 動作 に 制約 が あり ます の で 「R」 命令 を 繰返し て 、 原 点 か ら の 距離 を 大 きく させ る 
こと は 避け る よう に し て くだ さい 。 








《 例 》 
LPRINT ^R 8. の 相対 位置 (8, 9 ) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ^R,2007 相対 位置 (0 ,200) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ^R50* 相対 位置 (50,. 0 ) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ^R/ ベン は 移動 し ませ ん 。 
LPRINT ^R 一 10, 十 107 相対 位置 (一 10.10) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ^R1000, 999? 相対 位置 (0 ,.999) へ ペン を 移動 し ます 。 
LPRINT ^RR10, ア 無視 し ます 。 ペン は 移動 し ませ ん 。 
LPRINT ^R,,1 無視 し ます 。 ペン は 移動 し ませ ん 。 
《 例 ) 相対 座標 (X,Y) で 指定 し た 位置 まで 線 を ひき 、 そ れ を くり か え し ます 。 
10 LPRINT CHRS$ (19) グラ プ ィ ッ ク モ ー ド に し ます 。 
20 LPRINT “DY ペン グ ウ ン 命令 を 出力 し ます 。 
30 INPUT  ^X=?:X 
40 INPUT  Y=?:Y 
50 LPRINT “RiX::Y 相対 座標 (X,Y) で 指定 し た 位置 まで 線 を ひき ます 。 
60 GOTO 30 
@C 命令 カラ テー チョ シタ 
書 式 Cn ご 
動 作 @n は が 1 正当 6 「7」「8 」 
@ 指定 し た 色 に 色 換 え 動 作 し ます 。 
n が 1, 5 の と き 黒 
n が 2, 6 の と き 青 
n が 3, 7 の と き 緑 
n が 4, 8 の と き 赤 
《 例 》 
LPRINT 04/? 赤 に 色 換え し ます 。 
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⑥⑯S 命令 文字 スケ ー ル 指定 

書 式 Sn 

動 作 @n は 「0」「1」 謗 Ste Is 「8j「9」 
@ ス テッ プ 切 換え スイ ッ チ で 設定 し た 文字 の 大 き さ に 対し て 倍率 ( ぶ 1 一 X10) の 設定 を 
行い ます 。 (電源 0 N 後 の 状態 ) で は X 1 で す 。 








《 例 》) LPRINT S0? 倍率 を X 1 に 設定 し ます 。 
LPRINT ^S1? 倍率 を X2 に 設定 し ます 。 
LPRINT  ^S9? 倍率 を X10 に 設定 し ます 。 

⑯ T 命令 キャ ラク タタ イプ 指定 
書 式 Tn 


動作 @n は 「1」2」 
@ キ ャ ラク タコ ー ド 160-255(10 進 ) プ A 0 一 FF (16 進 ) に 対す る 文字 と し て 、 ひ ら が 
な 、 カ タカ ナ の どちら か を 選択 し ます 。「 1 」 の と き 、 ひ ら が な カタ カナ 切換 え ス イッ 
チ で 設定 し た と お り に な り 、「2 」 の と き ひ ら が な カタ カナ 切換 え ス イッ チ で 設定 し た 
も の と 逆 に な り ま す 。 





FC」「TS」「T」 命 令 は テキ スト モー ド の ESC aーh, ESC ) 1 一 2 と 同一 の 命令 
で あり 、 テ キス トグラフ ィ ッ ク の 切換 え に 対 し て も 設定 され た 状態 は 保持 され ます 。 具 体 
的 な 例 を 挙げ ば ます と 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で 「S 1 ソン 」 を 入力 し 、 テ キス トモ ー ド に 切換 え 
後 ESC 9」 を 入力 し た と し ます 。 再 び グ ラフ ィ ッ クモ ー ド に 切換 えた と き 、 設 定 さ れ た 
状態 は 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で 「S 9 ン 」 を 入力 し た と き と 同 じ に な り ま す 。 














⑩Q 命令 文字 回 転 指定 
書 式 Qn ノン 
動 作 @n は 「1j「2」 Sais 「7」「8」 


@「P 」 命令 と 「 半 」 命令 で 印字 きれ る キャ ラク タ の 向き を 指定 し ます 。 
数 値 と 向き の 関係 は 、PC- 6001 の カー ソル キー 入力 関数 STICK (0 ) と 同じ で す 。 
初期 状態 は 1 の 向き で す 。 図 は 文字 例 と し て 「A」 を 用 いた も の で す 。 文 字 の 回 転 中 心 
は 4 X6 の ます 目 の 左 下 に な っ て いま す 。 





























回 転 中 心 





45* の 傾き 文字 の 場合 (2 , 4 6, 8 の 向き の 場合 )、 最小 ス テッ プ ピ ッ チ の 関係 で 倍率 ど お 
り の 大 き さ に な り ま せん の で ご 注意 くだ さい 。 
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《 例 》) 10 LPRINT CHR$ (19) グ ジ アマ イツ ジグ モード に し 呈す 。 





20 LPRINT A2407 ペン を 中 央 に も っ て きま す 。 
30 LPRINT ^S2/ 倍率 を X 3 に し ます 。 
40 FOR N=1 T08 
50 LPRINT ^Q” :N 傾き を 1 か ら 8 ま で 変え て 
60 LPRINT PA 「A」 を 印字 し ます 。 
70 NEXT N 
80 LPRINT CHRS$ (17) テキ スト モー ド に 戻し ます 。 
90 END 

⑱P 命令 プリ ント キャ ラク タ (連続 ) 

書 式 Poc+ o。 ae62928Nw Ch ェ グ 


動 作 @c」 ca…… cn は キャ ラク タコ ー ド 〔20 一 7F,A0 一 DE (16 進 ) 〕 

@ 他 の 命令 と 異な り ス ペー ス は 無視 せ ず 、 キ ャ ラク タ と し て スペ ー ス を 出力 し ます 。 

@ ターミ ネー タ (ご : キャ リッ ジリ ター ン ) 以外 の 制御 コー ド 、 未 定義 コー ド が 入力 され 
た 場合 、 そ れ を 無視 する だ け で エラ ー に は な り ま せん 。 

@ テ キス トモ ー ド で の 印字 と 異な る 点 は 次 の 通り で す 。 

・ 制 御 コ ー ド (BS, LF, LU, CR) は 使用 で きま せん 。 

・ 印 字 可 能 範囲 を 超え る 場合 で も 改行 し ませ ん 。( 範 囲 外 で は 「A」「R」 と 同様 、 ペ ン ア 
ッ プ し 、 叉 方 向 の 移動 は 実行 し ませ ん 。) 

・「Q」 命 令 に より 、 文字 印字 方 向 を 指定 する こと が で きま す 。 

@「S」 命令 に より 、 文 字 大 き さ の 倍率 を 指定 する こと が で きま す 。 こ れ は テキ スト モー ド 
で の 印字 と 同じ で す 。 また 文字 の 大 きき さ は 、 ス テッ プ 切 換え スイ ッ チ で も 切換 える こと 
が で きま す 。 

@ ひらがな カタ カナ の グル ー プ 換え は 「T」 命 令 ま た は ひら が な カタ カナ 切換 え ス イッ 
ナー で 切換 た る こと が で きま す 。 








め 半 命令 相対 ステ ッ プ 移 動 (連続 ) 
書 式 半 m」 maz……… ma。 
動 作 @ mi」 mo……… m。 は 「1j「2」 Sa 「7j「8」 電 ま が 「Uj「D」 の コー ド で す 。 


し に 「7」「8」 は ペン の 移動 方 向 を 示し ステ ッ プ 切換 え ス イッ チ と 文字 倍率 で 
決め られ た 最小 ステ ッ プ 長 だ け 進 み ま す 。 
〔 最 小 ス テッ プ 長 三 0.2nmmX ス テッ プ 切 換え スイ ッ チ (1 一 2) ぶ 文 字 倍 率 (1 一 10 )、 た だ し 軸 


方 向 〕 

@ 「U」 は ペン アッ プ 、「D」 は ペン ダウ ン を 行い ます 。 初 期 状 態 で は 、 ペ ン ア ッ プ 状態 に 
な っ て いま す 。 

@ この 命令 は 実際 の ペン 動作 に 直結 し て いる た め 「1」「2」…… 「7」「8」「U」「D」 の コ 


ー ド 受信 後 、 即 座 に 実行 され ます 。 

@ スペ ー ス 以外 の 書式 に 合わ な い コ ー ド を 入力 し た 場合 、 そ の コー ド 以 降 、 タ ー ミ ネー タ 
を 入力 する まで の コー ド を すべ て 無視 し ます 。 ター ミネ ー タ を 入力 する と ペン アッ プ し 
て 命令 実行 が 終了 し ます 。 
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( 例 ) 「 時 」 と いう 漢字 を 印字 きせ た 例 で す 。 : 1 








10 
20 
30 
40 
50 


60 








LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 


LPRINT 





1 7 3 
= H 6 5 4 
『 〔 1 


「Q1」 の 場合 の ペン 移動 方 向 


ーーーーー 


CHRS (19) グラ フィ ッ ク タモ キー ド に し ます 。 

3 相対 ステ ッ プ 移動 命令 を 出力 し ます 。 

1D1111355735573“: 「 日 」 ま で 印字 し ます 。 

*U2DSU5D41113777331”:』 「 軸 」 ま で 印字 し ます 。 

^37773115733U4455′” 「 時 」 を 印字 し 、 ペ ン を 次 の 文字 の 印字 開始 
位置 に 移動 し ます 。 

CHR$ (17) テキ スト モー ド に し ます 。 


この 命令 で 印字 され る 文字 、 図 形 は 「P」 命 令 と 同様 、 文 字 倍率 (「S 」 命 令 ) お よび 回 転 角 ( Q」 
命令 ) の 指定 を する こと が で きま す 。 





因 豆 還 コマ ンド 一 覧 
⑯ テ キス トモ ー ド 
國 制 御 コ ー ド 
B S (バッ クス ペー ス ) 08H 
し だ (ラダ ジジ イィ イード) 0 AH 
LU (ライ ジア ッ ジ ア ) 0 BHeeem VT (バー チカ ル タ プ ブ ) コー ド 使 用 
CH (キャ リッ ジリ ター ン ) 0DH 
【T mode (テキ スト モー ド ) 11H…… DC1( デ バイ スコ ント ロー ル 1) コー ド 使 用 全 
G mode( グ ラフ ィ ッ クモ ー ド ) 1 全国 yes DC1( デ バイ スコ ント ロー ル 3) コ ー ド 使用 
E SC (エスケープ ) 1BH 
國 エ スケ ー プ シー ケン ス 
ESC ) 1 G1(A0H-FFH) に ひら が な カタ カナ 切換 え ス イッ チ 
で 選択 きれ た キャ ラク タグ ルー プ を 指示 、 呼 び 出 し を 行い ます 。Q 
ESC ) 2 G1(A0OH-FFH) に ひら が な カタ カナ 切換 え ス イッ チ 
で 選択 きれ た グル ー プ と 逆 の キャ ラク タグ ルー プ を 指示 、 呼 び 出 し を 行い ます 。 

記 只 9 最小 文字 に 対す る 倍率 を 1 に 設定 し ます 。 ぺ 

評 赤 人 1 最小 文字 に 対す る 倍率 を 2 に 設定 し ます 。 

ESO 2 最小 文字 に 対す る 倍率 を 3 に 設定 し ます 。 

ESG 3 最小 文字 に 対す る 倍率 を 4 に 設定 し ます 。 

選 全 倫 4 最小 文字 に 対す る 倍率 を 5 に 設定 し ます 。 

ESC 5 最小 文字 に 対す る 倍率 を 6 に 設定 し ます 。 
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ESC 6 最小 文字 に 対す る 倍率 を 7 に 設定 し ます 。 
ES で ア 最小 文字 に 対す る 倍率 を 8 に 設定 し ます 。 
ESC 8 最小 文字 に 対す る 倍率 を 9 に 設定 し ます 。 
ESC 9 最小 文字 に 対す る 倍率 を 10 に 設定 し ます 。 
ESC a 色 指定 ( 黒 ) ⑳ 

ESC b 色 指 定 ( 青 ) 

ESC c 色 指 定 ( 緑 ) 

ESG d 色 指 定 ( 赤 ) 

ESC e 色 指定 ( 黒 ) 

ESC 1f 色 指 定 ( 青 ) 

ESC 9 色 指定 ( 緑 ) 

ESC h 色 指 定 ( 赤 ) 

〔 注 意 〕 


@⑰ の は 電源 0 N 直 後 の 設 定 状 態 を 示す も の で す 。 
グラ フィ ッ ク モ ー ド 


T mode (チキ スト モー ド ) 11H…D C 1 (デバ イス コン トロ ー ル 1 ) コー ド 使 用 
【G mode (グラ フィ ッ ク モ ー ド ) 13H…DC 3 (デバ イス コン トロ ー ル 3 ) コー ド 使 用 9 


圏 命令 の 構成 
@ コ マン ド …… ASC1I1I 英 文字 、 記 号 
人 < つつ Pe ASCI 1 数 字 お よび JTS キャ ラク タ 


@ セ パレ ー タ …… ASC1I1 記 号 (コン マ ) 
@ タ ー ミ ネー タ …… ASCTI IT コ ント ロー ルコ ー ド (キャ リッ ジリ ター ン ) 
圏 命令 リス ト 


@「U ン 」 以後 の 「A」, 「 R」 命令 時 に ペン アッ プ し ます 。 9 

@「D フュ 以後 の 「A」,「R」 命令 時 に ペン ダウ ン し ます 。 

@「 | ンコ XY 座標 原点 を 印字 可能 範囲 最 左 端 の X 位 置 、 現 在 の Y 位 置 に 設定 
し ます 。 Zero OM 潤 。 

の 「Z ン 」 現在 の 位置 を X Y 座 標 原点 に 設定 し ます 。 現在 位置 の Zero 点 化 。 


@「A 土 m。 一 」, 土 n。 ニュ ン 」 XY 座標 系 に 対す る 絶対 移動 を 行い ます 。 Zero 点 に 対し て 指定 
され た 位置 へ 移動 し ます 。 

@「R 土 m。 一 」, 圭 n。 ニ 」」 現在 位置 に 対す る 相対 移動 を 行い ます 。 現 在 位置 に 対し て 指定 さ 
れ た 位置 へ 移動 し ます 。 


@ 「Cn ブロ 」 色 指定 と 色 換 え 動 作 を 行い ます 。 

@ 「Sn ブ 」 文字 倍率 の 指定 を 行い ます 。 

@「Tn ン 」 キャ ラク タタ イプ (ひら が な カタ カナ ) の 指定 を 行い ます 。 
@ 「QOn プ 」 回 転 角 の 指定 を 行い ます 。 

@「P oc」c。 一 c。 ご 」 キャ ラク タ を プリ ント し ます 。( 連 続 ) 

@「 土 mmz 一 ン 」 相対 ステ ッ プ 移動 プ / ペ ン ア ッ プ ダウ ン 。「P」 命 令 と 同様 に 「S 」, 


「Q」 の 制御 を うけ ます 。 
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(注意 〕 

@⑱) は グラ フィ ッ ク モ ー ド 切換 直後 の 状 態 を し ます 。 

@ 「 ご 」 は CR (キャ リッ ジリ ター ン ) を 示し ます 。 

@m, n は 数 字 を 示し ます 。 

@c は キャ ラク タタ を 示し ます 。 

@ 英 文字 の コマ ンド 名 は すべ て 大 文字 、 小 文字 どちら で も 使用 で きま す 。 


還 紹 ) キ ャ ラク タコ ー ド 表 

























































































































P ー| 
! Q|a | ァ ナチ | 必 
| Rlb ィ | ッ | メ 
emde|#|3|oC|s|c ウゥ | テ | モ 
更 余 」4l は 1T x 各 BE 上 
位 |%l slElu ォ | ナ | ュ 
4 lslelrlv ラ | ヵ | =| ョ 
は | Elelw w 7| *| ヌ ラ | 
ッ ddslmlxlmlx| | | 中 #|" 
叶 ] ll】\ 上 川上 5 ケ | ノ | ル 1 
ト LEF ネ EE | | 肥 四 叶 | 口中 着物 
LU Es 上 |。 |KI IIgIN | ォ | す | lg 
[ILIWIO TS 攻 EE4】 
CR ー| 三 MI] | ml 】 ュ ョ | ス | へ | と 
2 且 2 間 % ル | ヨ g 計 \ | 
ノン | ?10| 一 | olpEL は 党 用 1 
[注意] 


@ キャラ クタ コー ド 表 で は カタ カナ だ け で 表示 し て いま す が 、 ひ ら が な カタ カナ 切換 え ス イ 
ッ チ お よび コマ ンド 切換 え に よ り 同 コード で ひら が な を 印字 する こと が で きま す 。 

@SP は スペ ー ス を 意味 し 、 何 も 印字 せ ず 次 の キャ ラク タ 位 置 へ 進み ます 。 

@ DE は デリ ー ト を 意味 し 、 デ リー トマ ー ク を 印字 し ます 。 

@ 空白 は 未定 義 コ ー ド で 、 何 も 印字 し ませ ん 。 

@ 制御 コー ド に 関し て は コマ ンド 一 覧 を ご 覧 くだ さい 。 

@ PC-6001 で PC-6022 に コー ド を 送る 場合 は 、『 3 一 1 Neo-BASIC で 動か す と き 』 の 項 (2 ペ 
ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 

@ キャ ラク タ の 標準 の 大 き さ は 、1.6X2.4 (mm) で 、1 行 に 40 文 字 印 字 す る こと が で きま す 。 
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了 四 bc_aoaa の 仕様 概略 


較 語 側 印字 機能 
1. 印字 方 弐 
2. 駆動 モー タ 
3. 歩 進 速度 
4. 分 解 能 
5. 移動 速度 
6. 有効 印字 幅 
7. 印字 桁 数 
8. 印字 速度 
9. 文字 寸法 
10。 商 ぼ 用 ず 

放 = 戸 | 使用 用 紙 
1. 種類 
2. 紙 幅 
3. 紙 厚 


回 思 | 記録 ペン 


り 
の 。 
3 . 


種類 
色 
筆記 距離 


ドジ ム 式 ※ー ヤ プロ ッ ダ 方 式 

ボー ル ペ ン 記 録 、4 色 ロ ー タ リー セレ クト 型 
駆動 4 相 ス テッ パ モ ー タ 2 相 励 磁 (X 軸 、Y 軸 方 向 ) 
260 歩 進 / 秒 

0.2mm (X 軸 、Y 軸 方 向 ) 

軸 方 向 52mm ノ 秒 

45 方向 約 73m ノ 秒 

96mm ( 三 0.2※X480 歩 進 ) 

最小 文字 (STEP 1 、 倍 率 1 ) 80 桁 

標準 文字 (STEP 2 、 倍率 1 ) 40 桁 

4 一 80 桁 (スイ ッ チ お よび コマ ンド で 切換 え ) 
最小 文字 (A SC1I { ) 平均 11 文 字 プ 秒 
標準 文字 (ASC1I1) 平均 5.5 文 字 秒 
最小 文字 0.8mmX1.2mm ( 横 X 縦 ) 

標準 文字 1.6mmX2.4mm ( 横 X 縦 ) 

最小 文字 文字 間 1.2mm 行間 2.0mm 
標準 文字 文字 間 2.4mm 行間 4.0mm 


ロー ル 紙 〔45kg 白 色 上 質 紙 (普通 紙 )〕 
114.5 土 0.2 mm 
約 70xm 


水性 ボー ル ペ ン 
時 、 再 、 緑 、 赤 
約 200m 、 標 準 文字 で 約 2 万 文字 ( 1 文字 約 10mm と し て 算出 ) 


罰 吐 信 イン タフ ェ ー ス (セン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 ) 


由 。 


デー タ 入 力 方 式 


TT エ エレ ベル 8 ビッ トバ パラ レル 方 式 
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加計 本 その 他 の 条件 


1 . 動作 温度 ・ 湿 度 5 一 40C、30 一 85%% R H 
| 2. 保存 温度 ・ 湿 度 本 体 一 25 二 60C、5-90%RH 
| ペン (キャ ッ プ 付 ) 一 10ー50C、5 一 90%RH 


3. 電源 電圧 100 土 10V 、50 プ 60H。 
4 . 消費 電力 待機 時 5w 
動作 時 16w 
困 叶 上 外観 構造 
1. 重 量 1.5kg (本 体 の み ) 
2. 外形 寸法 233( 幅 ) X76( 高 ) ※270( 奥 行 ) mm 
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回 イレ タフ ェ ー ス 仁 様 


因 計 玉 デー タ の 入力 方 式 と コー ド 


1。 英 天 孝 葉 エエ エレ ベル 8 ビット パラ レル 

。 必 基 コー ド テキ スト モー ド JIS8 ビ ッ ト コ ー ド 
: グ プ ラフィ ッ タモ ー ド 専用 コー ド 

3. デー タバ ッ フ ァ 31 バ イト 


訪 還 主 入 出力 の 回 路 構 成 














填 5V 


まい K 
DATA 0 一 フ SN74LS04 相当 品 
V 





りら) 


STROBE " 
1K SN74Ls0o4 相当 品 | 


ea 100P 
財 選 謀 ET 軸 








BUSY SN74LS04 相当 品 











ACKNOWLEDGE 9 s て | 
SELEOT 
+5V 





。 者 
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コネ クタ 接続 図 (366P コ ネ ク タ ) 








Pin Pin 
1 STROBE (INPUT) 19 SIGNAL GROUND 
| 2 DATA 0 ( ヶ ? ) 20 / 
3 DATA 1 ( ヶ ) 21 / 
4 DATA 2 ( ヶ ) 239 / 
5 DATA 3 ( ヶ ) 23 / 
6 DATA 4 ( z ヶ ) 24 / 
7 DATA 5 ( ヶ ) 25 / 
8 DATA 6 ( ヶ ) 26 / 
9 DATA 7 ( 7 ) 27 / 
10 ACKNOWLEDGE (OUTPUT) 28 / 
11 BUSY ( 7  ) 29 / 
12 RESET (INPUT) 30 7 
13 SELECT (OUTPUT) 31 7 
14 N.C 32 / 
15 N.C 33 / 
16 N.C 34 N.C 
17 FRAME GROUND 35 N.C 
18 N.C 36 N.C 


※ N.Cー デ NO CONNECTION 








| DDK- 157-32360 
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訪 m 補 | 入出 力 1 


串 
dp 














デー タス トロ ー プ 信号 。 仙 論理 。 
この 信号 に よっ て 、 そ の と き の デ ー タ バス の 内 容 か が 





















































1 STROBE 入力 | プリ ンタ へ 取 込 ま れ ま す 。 
アク ティ ブ 状 態 は 2 8 以上 与え て 《 だ きい 。 
ACKNOWLEDGE の 立 上 が り 以 前 に 解除 し て くだ 
き ksS。 
有 NE 泊 デー タバ ス 0 一 7 正論 理 。 
出力 | STROBE の 立 下 が りか ら 、ACKNOWLEDGE の 立 
) 
下がり 、 あ る い は BUSY の 立 下 が り ま で の 間 、 デ ー 
9 DATA 7 
タ を 保持 し て くだ さい 。 
アク ノレ ッ ジ 信号 。 負 論理 。 
10 |ACKNOWLEDGE 出力 | プリ ンタ が デー タ の 取込み を 終了 する と 出力 し ます 。 
ビジ ィ ー 信 号 。 正 論理 。 
プリ ンタ が 処理 を 行っ て いる と き は HI に な っ て いて 、 
11 BUSY 出力 | デー タダ を 取 込 禄 こと が で きま せん 。 
LOW に な る と 外部 か ら デ ー タ を 受付 ける こと が で き 
ます 。 
リセ ッ ト 信 号 。 負 論理 。 
12 RESET 入力 | プリ ンタ が 初期 状態 に 戻り ます 。 
アク ティ プ ブ 状 態 は 25zS 以上 与え て くだ きい 。 
HI の 状態 の と き プ リン タ が パワ ー オ ン 状 態 で あるこ 
13 SELECT 出力 ーー 
容 欠 し ま 密 』 
14 
) N. C ーー | 空き 端子 
16 
17 | FRAME GROUND ーー | 位 休 ダラ ッ ド 。 
18 N. C 空き 端子 。 
19 、 
) SIGNAL GROUND | 一 一 | 信号 グラ ンド 
33 
34 
) N. C ーー | 空き 端子 
36 


























入出 カタ イミ ング 図 


プリ ンタ 側 か ら 見 た 信号 タイ ミン グ 図 








0min 2 ん Sn 
ーー 
STROBE に 。 
(INPUT) ! 
1 1 1 1 
1 ni 
DATA 0-7 
(INPUT) 
1 テー ユ 」 
し 55zS 「 1 
ーーーーー 7/ 人 】 昌 | ーー 0min 
AKKNOWLEDGE 
(OUTPUT ) 
1 
BUSY 
(OUTPUT ) 





1 
18 


.54S TYP 


は さ 


0.5zSmin 8.5S 


ビー| 
2 
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6| デモ テー プ に つい て 


PC-6022 に は 付属 の デモ テー プ が あり ます 。 こ の デモ テー プ の A、B 面 の 構成 は 次 の よう に な 
っ て いま す 。 





年 賀 状 図 本 プロ グラ ム 
ファ イル 名 “NENGA” 


PC-6022 自 己 紹介 プロ グラ ム 
ファ イル 名 DEMO? 











PC-6022 自 己 紹介 プロ グラ ム ・ ナ レー ショ ン 











〔 注 意 事項 ] 

@ カ セッ トレ コー ダ は 、NEC の デー タレ コー ダ (PC-6082 ま た は PC-6081) を お 使い に な る こ 
と を お すす めし ます 。 

@ 回 転 む ら や 回 転送 度 の ずれ の 大 きい カセ ッ ト レ コー ダ を お 使い に な る と プロ グラ ム が 正常 に 動 
作 し な いこ と が あり ます 。 

@N60- 拡 張 ベ ペー シック を 使用 する 場合 は ROM & RAM カ ー ト リッ ジ か 必要 で す 。 


《 自 己 紹介 プロ グラ ム )〉 

PC-6022 の 機能 を 画面 と 音声 に よっ て 説明 する プロ グラ ム で す 。 

(準備 ) 

この プロ グラ ム は 最後 に PC-6022 を 実際 に 動作 きせ ます の で 、PC-6022 と PC-6001 を プリ ンタ 
ケー ブル で 接続 し て ペン と 紙 を セッ ト し て 電源 を ON し て くだ さい 。PC-6022 の 初期 設定 が 終わ 
り ま し た ら 、STOP キ ー を 押し て STOP イ ン デ ィ ケ ー タ を 消し て くだ さい 。 ま た STEP 切 換え ス 
イッ サ を STEP2 に セッ ト し て 《 だ きい 。 

(ロー ド 方 法 ) 
① 付 属 の デモ テー プ の A 面 を カセ ッ ト レ コー ダ に セッ ト し 、A 面 の 頭 ま で 巻き 戻し て くだ さい 。 
⑧ ず PC- 6001 の 電源 を ON し て くだ さい 。 
⑧How Many Pages ? 

が 画面 に 表示 さき れ ま し た ら [2] キー を 押し て [RETURN | キー を 押し て くだ きい 。 
(④⑧⑨ の 操作 が 終わ り ま し た ら 、 カ セッ トレ コー ダ の PLAY キ ー を 押し ます 。PC-6001 の [F2 1] キ 

ー を 押し て CLOAD” が 表示 され まし た ら 、 [SHIFT| キー を 押し な が ら 国 国 【| と 押し 
RETURN | キー を 押し て くだ さい 。 
⑤ 画 面 に Found : DEMO と 表示 され 、O K が 表示 され まし た ら カ セッ トレ コー タ の STOP キー 

を 押し 、 テ ー プ を B 面 に し て 、B 面 の 頭 ま で 巻き 戻し て くだ さい 。 
⑥⑤ の 操作 が 終わ り ま し た ら 、 PC-6001 の キー を 押し て くだ さい 。 
(⑦ 画 面 に RUN と 表示 され まし た ら 、 カ セッ トレ コー ダ の PLAY の キー を 押し ます 。 音楽 と 共に 

デモ ンス トレ ーション が 始ま り ま す 。 
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(ロー ド が うま くい か な い 場 合 





2 ッ セ ー ジ が 表示 され た り 、Found: 
DEMO が 表示 され ず に テ ご けが まわ っ て いる 場合 に は え ストップ し て テー 1 

















ッ ト レ コー ダ の ボリ ュー ム が 調整 範囲 の 中 央 付近 に セッ ト さ れ て いる か 、 ト ー ン 調整 の ある カセ 














ッ ト レ コー ダ で は トー ン も 調整 範囲 の 中 央 付近 に セッ ト さ れ て いる か 確認 し (て くだ さい 。 それで 
も ロー ド で きま ない 場合 に は ボリ ュー ム の 位置 を 中 央 付近 前 後に 少し ずつ ずら し て 試し て くだ さい 。 
それ で も な お 、 ロ ー ド で き な い 場合 に は トー ン の 位置 も 中 央 付近 に 前 後に ずら し て 試し て みて < く 
だ さい 。 


(ナレ ーション の 説明 ) 


音楽 と 共に 画面 に プリ ンタ の 図 が 表示 きれ 、 ナ レー ショ ン が 始ま り ま す 。 プ リン タ の キー や スイ 
ッ チ の 機能 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド と テキ スト モー ド の 色 指 定 の 違い に つい て 説明 し ます 。 画面 に 
は 命令 を 3 行 だ な けし か 表示 し ませ ん の で 、 こ こ で 命令 の 内 容 を 簡単 に 説明 し ます 。 な お 、 画 面 に 











は 行 番号 は 表示 し ませ ん 。 また 行 番号 110 か ら 170 ま で は ナレ ーション の 音声 は 出 ませ ん 。 




















10 LPRINT CHR$ (19) グラフィック モー ド に 設定 し ます 。 

20 LPRINT“~[" ・ 最 左端 を 原点 と し ます 。 

30 LPRINT“DY ・ ペン を ダウ ン 状 態 に し ます 。 

40 LPRINT “A480,0" ・ 絶対 座標 の 移動 を 行い ます 。 X テ 480,Y テ 0 

50 LPRINT “Z/ : 現在 の ペン の 位置 を 原点 と する 。X メ テー0, Y= テ 0 

60 LPRINT^ い ・ ペ ン を アッ プ 状 態 に し ます 。 

70 LPRINT “A0, 2007 ・ 絶 対 座標 の 移動 を 行い ます 。 X テ 0, Y 三 200 

80 LPRINT “G4? ・ ペ ン の 色 を 赤 に 変え ます 。 

90 LPRINT“DY ・ ペン を ダウ ン 状 態 に し ます 。 

100 LPRINT “R-200,-150” : 相対 座標 の 移動 を 行い ます 。 現 在 の 位置 より X が 一 200,Y が 一 150 
移動 し ます 。 

110 LPRINT “ じ ん プッ タプ 状態 に し ます 。 

120 LPRINT “A 一 400" : 絶対 座標 の 移動 を 行い ます 。X ニ テー400,Y=0 

130 LPRINT ^S2? ・ 文字 の 大 き さ を 変え ます 。 

140 LPRINT “P ダ ・ 文 字 を 書き ます 。 

150 LPRINT ^R,200? : 相対 座標 の 移動 を 行い ます 。 現在 の 位置 より Y が 200 移 動 し ます 。 

160 LPRINT “8S7?* ・ 文 字 の 大 き さ を 変え ます 。 

170 LPRINT “P お 『 ・ 文 字 を 書き ます 。 

次 に 画面 は テキ スト モー ド の 説明 に 変わ り ま す 。 テ キス トモ ー ド で は 文字 を 書く ため の 文字 の 


大 きき さ と 名 の 指定 し か で きま せん 。 また 、 

















10 LPRINT CHR$ (27) : 


20 LPRINT CHRS (27) : “b” 
30 LPRINT “NEC カ ラー プロ ッ タ プリ ンタ “ 





"0 : 文字 の 大 き さ を 


命令 の 内 容 は 以下 の 通り で す 。 


旧 定 し ます 。 


・ ペ ン の 色 を 青 に し ます 。 
・ 文字 を 書き ます 。 
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今度 は 実際 に カラ ー プ ロッ タプ リン タ る を 動作 させ る プロ グラ ム 例 で す 。 


10 DEFFN P(X) INT (0.006 ま X ※X) 

20 LPRINT CHRS (19) 

30 FOR I 三 1 T015 : READ AS: LPRINT A$: NEXT. 1 

40 LPRINT “A 一 200,” :FNP (一 200) : LPRINT “D” 

50 FOR 1 デー190 TO 200 STEP 10: LPRINT “A” iL に FNP (1) ENEXT 1 
60 FOR I 王 1 TO 6 : READ A$: LPRINT A$: NEXT 1I: END 

100 DATA ILG1.U, “A240, 一 350” ,Z,U 

110 DATA“A 一 200" ,D,“R400" ,U,「A,250",D,“R, 一 350", 04,U 

120 DATA G2.81.U, “A 一 20, 一 39"、PO.U 





この 例 は X 軸 、Y 軸 を 書き 、 そ の あと 放物線 と 原点 の 0 を 書く プロ グラ ム で す 。 


行 番号 10……… ファ ンク ショ ン 文 で 放物線 の 式 を 定義 し て いま す 。 





行 矯 号 20……… グマ フィ ッ タ 一 ド に 設定 し てい ます 。 

行 番号 30……… 命令 を DATA 文 か ら 読み 込み ます 。 黒 色 で X 軸 と Y 軸 を 描い た 後 、 ペ ン を 赤色 
に 変え て いま す 。 

行 番号 40……… メー テ 200 の 時 の 放物線 上 の 位置 まで 移動 し て か ら ペ ン を ダウ ン 状 態 に し て いま す 。 

行 番号 50……… X の 値 を 一 200 か ら 200 ま で 10 間 隔 で 変え た 時 の 放物線 の 軌跡 を 赤色 で 描き ます 。 

行 番号 60……… を 青色 に 変え て 原点 の 0 を 書い て いま す 。 

行 番号 100 一 120……… .DATA 





プリ ンタ の 動作 が 終了 し て も 、 画 面 上 の プロ グラ ム は 表示 し た まま に な っ て いま す 。 デモ ンス 
トレ ーション を 止め た いと き は PC-6001 の リセ モット ボタ ン を 押し て くだ さい 。 





(年賀状 図柄 プロ グラ ム 》 
デモ テー プ の A 面 に は DEMO の あと に NENGA の プロ グラ ム が は いっ て いま す 。 これ は 年 賀 
状 図 本 プロ グラ ム で 、 文字 の 種類 に は 「 損 正 」「 誰 賀 新年 ! あ け ま し て お めで と う ご ざ いま す 」 














が あり 、 絵 の 種類 に は 「 い の し し 」「 か ど ま つ 」「 つ る 」 が あり ます 。 

ロー ド す る 前 に 、PC-6022 の STEP 切 換え スイ ッ チ を STEP 2 に 、 カ タカ ナン ひら が な 切換 え 
スイ ッ チ を ひら が な に セッ ト し て くだ さい 。 

ロー ド 方 法 は DEMO を ロー ド し た と き と 同 様 に CLOAD” の あと に [SHIFT| キー を 押し な ヵ 
ら | 国 国人 利 と 押し て IRETURN| キー を 押し て くだ さい 。 画面 に Found : NENGA と 表示 
され 、 OK が 表示 され まし た ら 、RUN させ て く 《 だ さい 。 

年 賀 状 の 文字 の 種類 、 サ イズ 、 と 太 き に つい て 聞い て きま すか ら 適 当 で ある と 思わ れる 番号 
押し 、 キー を 押し て くだ さい 。 た だ し 「 あ け ま し て …」 の 文字 は 太 き を 変え る こ 
は で きま せん 。 

文字 の 種類 、 サ イズ と 太 さ を 入力 し 終わ る と 画面 は 絵 の 種類 、 サ イズ と 色 を 聞い て きま すか ら 、 
前 も 同性 よ す 信連 し て 《 だ きい 。 た だ し 「 つ る 」 ひ ザイ ズ だ は 変 め る こと ほ で きま せん え 。 














dh 
失 (YY 
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〔 注 意 ] 

この プロ グラ ム は 年 賀 状 の 図柄 を 作成 する も の で す が 、 直接 年 賀 へ が キ に 出力 する こと は で き 
ませ ん 。 専 用 ロー ル 紙 に 出力 し た も の を 年 賀 へ ガキ に 周り 付け て お 使い くだ さい 。 ま た は 郵便 規 
則 第 16 条 第 1 項 に 従っ て 御 利用 くだ さい 。 














(いのしし の 絵 を ね ずみ の 絵 に 変更 する 場合 
「 ぃ の し し 」 の デー タ は 行 番号 880 か ら 1100 ま で 入っ て いま す 。 こ れ を 「 ね ずみ 」 の 絵 に 変更 す 
る デー タ を ここ に の せま す 。 


889 DRTR 」)19,43,21 49, 22 38, 23, 36, 23 28 
22 29, 23」 16,24, 13 25 1 1 

885 DRTH 26,9 
8989 DRTR 28, フ , 39,5, 32」 4 , 35」 2」 4 」 45 1 5 
り , 2 55 5 69, 1 63, 15, 65, 29 

999 DRTR 69,2 ノ 65, 35, 64 , 38 , 63 49, 69 , 43 
919 DRTR 55,45,5g, 46, 45, 46」49, 46,38, 4 フ 23 
っ 48 , 32 , 48 31 。 52 。 31 54。 32 56 

929 DRTR 33,52, 35, 58, 35 59 4 59, 45, S9 , 4 
8 69, 59 51 , 52 , 63 53, 6S 

39 DRTR 54 29,53, フ 2 52」 フ 4 」 59 26, 48, フ 8 4 
っ 29 , 49,81 32」81 

49 DRTR33 89, 31 , 2 28 フフ 26 ブフ 5 26 ブフ 2 2 フ 
ュ ノ 9 28 68 39, 6 ノ , 32 , 66 

5S9 DRTR33 56, 38 , 52, 39, 68 」 , 26 」 25 24 フフ 
23, フフ ブ 」 21 25」21 ) ブ 4 229, 2 フ 2 , 1968 

69 DRTR18,65, 1 ブフ, 61 ,16」62 13.63, 19,64,5, 
64 ,2, 62 1 58, 2 , 53 

29 DRTRS, Sg 19, 46」12,43, 1 1 , 4 り 9,6,31 ,5, 26 
ュ つ ぅ 21 ノブ) 15, 1 1 1 15 フ 」 2 5 

89 DRT ロ 23,5, 25」 56, 26 , 8 , ぅ 33 32 32 ) 3 31 
28 31 , 25 32 2 35 1 ブフ, 4 15 

82 DRTR _ 45,16,48, 18,59, 29, 52 , 23 53 26 , 5 
3 39, 52 , 33 51 35 48, 32 45 3 フ 

984 DRTR 41.36, 

88 DRTR 12,59, 15,59」 16,51 15 59, 12」59, 1 
つっ 1 」 16,52 

8g DRTR3,5 ノ フェ 19」54 」 3 58 1 2 , ラノ ) )3) 59 
1999 DRTR19,69 , , 1 , 56 , 一 3, 55」 1 ) 84 , 58 
3 ュ ぅ っ 1 59, 一 3 61 。 ぅ 

1995 DRTR 22,2 フ 5, 23」 フ 4 , 24 」 フ 4 25 , 25, ) ) 54 , フ 
9 53 21 69, ノ 1 」64 フウ 

1919 DRTR 65,99, 29, 68 23, 6 ノ 2 25, 68 フフ 54 
89, 62 , 82 , 69, 84 , 5 ノ , 85, 56, 86, 53 

1929 DRTH _ 83551 . 83, 52」 82 54 , 83 SG 85, 56, 
8 フ 2 55 99, 52 1 59 93, 4 フ , ) 82 69 

1939 DRTR 81.62, 89, 63, フフ , 55 25 , 52 23 68, 
| 29 69 56 フウ, 64 , フ 1 59, 22 55 フ 2 

| 1949 DRTR 53, フ 2 。 29 26, 89, 29, 28 89 28,8 
2 88294, 89 26 99 28, 89, 89 

1959 DRTR 88,82,8 フ , 83, 。 , 1 99, 25, 191 , フフ, 19 
| 2 2 192」81 191 83, 1 9, 84 





























DATA を 正しく 入力 し 終わ り ま し た ら 、 い の し し の デー タ の 行 番号 1060 か ら 1100 ま で 削除 し て 
くだ さい 。 また 行 番号 160.170 と 830 の へ へ の 部 分 を 次 の よう に 変更 し て くだ さい 。 
160……160 填 S1*20: LPRINT 2Z” つつ 160 填 S1*45: LPRINT ^Z" 


170 FOR !=1 TO 221 …… つっ FOR 1= テ 1 TO0 204 


830……15,6.1. い の し し,15,… つつ 15,6.1. ね ずみ , 15,…… 
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(お た ん じょう び カ ー ド と し て 使用 する 場合 ) 
これ ほぼ 「 あけ まし て お めで と う ご ぎ ざいます 」 の か ね わり に 「 刀 た ん じょう び お めで と う ご ぎ 
いま す 」 を 出力 する た め の 変 更 デ ー タ で す 。 


1295 DRTR 149,224 253, 156」 1 42 142,235, 1 4 
,242」222,228」 142, 154 , 155, 146 


1292 DaTR 239,.15 フ 
また 行 番号 80, 83, 84, 86, 800, 810 を 次 の よう に 変更 し て くだ さい 。 


89 RESTORE1295:LPRINTTR499」 "ij29*S: FORT=1 
TU12: RERDRR 


63 FT=8URT=13THENLPRTNT "フフ フフ 2 フフ 2 フフ": FOR 
J=1T041:LPRINT" 時 1『 ENEXTJ 


84 TFT=12THENLPRINT "2 フ " 


8S6 IFT=40R1=20RT=1BORT=130RT=14THENLPRTN 
1 寺 ZT PLP 民 INTTPT 2 LPR1NT "アラ ラウ ラク 


899 DaTR"1. が"Ls う "15, フ 2. き L が Y し kk 」15 
* 全 』『8。 お Eb 6" 。 旨 。 


819 DRTR ネ ー サイ ス * ーー 15,19 "1 お 5 3 まで "5 
1 1 。 ポー あさ = 15。12」 "1 D65 8 まで “" 
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上 信 サン プル プロ グラ ム 


サン プル プロ グラ ム を 実行 する 前 に 《 自 己 紹 介 プ ログ ラム 》 の (準備 ) を 実行 し て 置い て くだ 
さい 。 

(サイ ンカ ー ブ ダブ) 

Y 軸 と X 軸 を 描き 、 そ の あと サイ ンカ ー ブ 、 そ し て 目盛 りな ど を 描い て 終了 し ます 。 ま た 、 行 
番号 40 の S の 値 を 1 か ら 4 ま で 変え る と 周期 の 違っ た サイ ンカ ー ブ に な り 、K の 値 を 1 か ら 4 ま 
で 変え る と 色 の 違っ た サイ ンカ ー ブ に な り ま す 。 





1 REI1 **#※ SINCX〕) CURUE ネネ ※*※ 

29 LPR1INT CHR$〔18} 

39 FOR 1=1 TOD 13 : RERD $ : LPRINT $ 
NEXT 

4 S=] : K=4 

59 LPRINT "CVTjK 

659 FOR X=g TO 369 STEP 5 

29 .%1= ニ % ン 1 89*3. 1 4 1S92 

89 Y1=INTCSINCS*%1 )*199〕+ 189 

99 1LPRINT "RFPjX+593)「 ュ お Y1 

199 LPRINT "DU : NEXT 

112 FOR 1=1 TUD 46 : REBD $ : LPRINT $ 

を 計 情 放 M 

129 LPRINT CHR$(1 フ }) 

139 END 

149 DRTR US59, "RB, -329" 1 C1, "Sg, 399" )D 
ュ "RS 69" U)「 ロ 39 189" 

159 DRTR D, "439,189"」U 

169 DRTR U,C1 "39 225"」P1 "RS9」289"」D,“" 
5 , 289" U 

129 DRTR "39,169" ,P9, "29,25"」Pー1 」 "SB 
89" D, "RB9,89"U 











189 DRTR "RB149,185"』D, "149.125「」U」 "月 139 
ぅ 159" Pd9* 

199 DRTR "239,185"」D」 "239」125『」U, "2 15 
+169",P189* 

299 DRTR "329,185")D, "329」125『  U」 "395 
169" 」P2 フ Mg" 

219 DRTR "419,185",D, "419」125"」U, "39S 
169" ,P369g* 

229 DRTR C3, "119,359"」S1 , PSTN(X〕) CURUE , 
S9, "9" 


っ 1NCX」 CURUE 














(折れ 線 グ ラフ ) 


この プロ グラ ム で 折れ 線 グ ラフ が 描け ます 。 


敵 朋 る こと が で きま す 。 








行 番号 340 と 350 の デー タ を 0 か ら 100 ま で の 範囲 で 

















1 RE「1 ※※ 氷 オレ セッ 2* ラフ ※ ポ ※ 
29 RERD NIRX 
39 11=499/F1RX : 日 1=499 ン N 1=I1RXZ4 
49 DIF RC(NJ 
59 FOR 」=1 TO N : RERD R ロロ ( エ )= ロ NEXT 
【 
69 LPRINT CHR$(19) 
29 FOR 」 コ =1 TO 9 : RERD RF$ LPRINT $ 
半 民 1 
89 FOR 1=g TOD 4 
dg Y= LMTSFU 征 隊 』 コ イ X= ニ 6 
199 「13=※] IF HH3=g9 THEN ぷ =2g : GOTO 14 
9 
119 LPRINT "REP PaiY gi LPRINT "D" 
129 LPRINT "RXR+T53P」 PiY-j LPRINT "U" 
139 IF 3>=199 THEN X= 48 
149 LPRINT "PiX-493 "3Yー5 
159 ILLPRINT P"j 3 
169 NEXT 1 
129 FOR 1=1 TO N 
189 X=INT〔H1* ネ ]-H1 )+ フ 9 : Y=45 
199 LPRINT "HB'j 9 s 2T 3 し R 尽 NNII 
299 LPRINT "RT PF 3Y-5 し 尼 RJMRNT の MMP 
21 り IF >=19 THEN %=※ー フ 
229 LFPRTNT で NRP が ー1 55 "っ 7 Y-258 
23 り -PRINT 義貞 
24 り 9 NEXT 
239 LPRKINT "MY 
269 FOR 」=1 TO N 
229 X=INT(CH1*※ エ -ーH1)+29 : Y=INTCFH1*RCT)〕 
289 LPRINT PBTiA PF 5Y+49 : LPRINT "D" 
2989 NEXT 1 
399 LPRINT 『"U" ILPR1NT "RB,-29 
319 LPRINT CHR$(12) 
329 END 
339 DRTR 12,199 
349 DRTR 39,59, 69, 4 39 , 59 
359 DRTR 49,59, 9 29, 89, 69 
369 DRTR U, "Rg,-599"」T C1 "569, 469 "DD" 
69.49"」 "469,49"」U 
199 
2 
っ 9 
2 の 





9 
0 2 8 間 き 貞 2 思 9 ML1112 
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( 幾 可 学 模様 1) 

この 幾 可 学 模様 は 円 周 上 に 12 個 の 点 を と り 、 一 点 よ り 各 点 に 線 を 引き ます 。 こ れ を 全部 の 点 に 
つい て 行い ます 。 ま た 模様 の 色 を 変え た た か っ た ら 、 行 番号 60 の K の 値 を 1 か ら 4 に する こと に よ 
り 変 わり ます 。 


1 REI1 水生 カ カ " つ 1 ※ 米 玉 
29 LPRINT CHR ま 19) 

39 LPRINT 『U" 

4g LPRINT “Rg,-4g9" 

29 PRHNT "7 

69 C1=24g :C2=129 : 民 =189 
=R+ じ ] :Y=C2 :「= ウ :5=39 
29 LPRINT "CTjK 

89 FOR 1=S TU 339 STEP 39 
9 「1=[ ン 189*H 


ji: HE3。141592 :%g 
: K ニ 3 





1 ウ g GUSUB 2S9g 

「 112 LPRINT “FRPTiXBi 」 5YB 
129 LPRINT 『D“ 
139 LPRINT RTEKE ュ 
149 LPRINT 『U" 

「 159 NEXT 1 
16 り 9 「=「+3g : 5=S+3 り 9 
12 ウ 「1=T ン /18g※ 昌 
189 GOSUB 2S9 
19 り X=X . Yg=Y 
299 IF 5S=369 THEN 229 
21g GOTO 89 
229 LPRINT "ag,)--15" 
23g LPRINT CHR$C12] 
24g END 
259 %=INTCR*COSCT1))+ じ 1 
269 Y=INTCR*SINCT1J1+C2 
229 RETURN 
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( 幾 可 学 模様 2) 


この 幾 可 学 横 様 は 正 














三角 形 を 少し ずつ 回 転 き せ 、 ま た 色 を 変え て 描き ます 。 


REI1 **※ 光 千 力 カ " 2 2 *\ 米 
LPRINT CHR$〔198〕 

LPRINT 『UT 

LPRINT "Rg,-499" 

LRRTNT "5 

K=g : R=18g : =3.141592 


FRR 【= 婦 TO 115 STEP 3 

K=K+ 1 

IF K=S THEN K=1 

LPRINT "CPK 
1=[*H ノ 189 
Xg=INT(R*COS(T1])+249 
YB=1NTCR*SINET1 ) )+129 





LPSRIRNT PU" 

ILPRINT "Ri%93"』 "5Y9 
GOSUB 219 

NEXT 1 


LPRINT "RB,-129" 

ILPRINT CHR$121 

END 

シン 1=INT〔R*※COS[T1+2*H/3〕 ]+249 
Y1=INTCR*S1NIET1+2*H/3J) ]+129 
X2=INT(R*CUS[T 1+4※ ロ ノ 3] 」+249 








Y2=INTCR*SINCT1+4※H ロ ン 3) )+ 129 
ILPRINT "D" 

LPRINT 「U5X1j "7。 5Y1 

LPRINT "TiX23" ュ ド ュ Y2 

LPRINT "TiX9gi 7) "5YB 

LPRINT “"U" 

RETURN 
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操作 上 の ご 注意 


印字 性 能 を 正常 に 保つ た め の ご 注意 

1 . ゴゴ ム ロー ラ の 上 に 色 学 し を ゆい よう に し て 《 だ きい 。 ゴム ロー ラ が 汚れ た り 、 い だ た ん だ り し ま 
す 。 も し 、 誤 っ て 印字 し て し まっ た 場合 は 、 綿 棒 な ど に 水 を し みこ ませ て 軽く 拭き 取っ て くだ 
さい 。 拭き 取っ た 後 、 ご 使用 の 前 に は 必ず よく 乾かし て くだ さい 。 人 金属 部 分 に 水分 が つく と さ 
びる こと が あり ます 。 ま た 、 紙 を セッ ト す る と き 以 外 は ゴム ロー ラ を 空 回 し し な いで くだ さい 。 
ゴム ロー ラ が 摩耗 に より いた み 易 く な り ま す 。 

2 . ロー ル 紙 を と り は ず す と ど と き は 、 プ リン タ か ら 送 り 出 し た 紙 を 必ず きれ い に 切 り は な し た うえ 、 
注意 し な が ら ロ ー ル 紙 を ゆっ くり 引き 出し て くだ さい 。 送り 出し た 紙 が つい た まま ロー ル 紙 を 
引き 出す と ペー パー カッ ター 内 に 紙 の 先端 が 入っ た と き 、 紙 の 先端 が ペン ホル ダ ユ ニッ ト 側 に 
ふく ら み ペン も ど し バ ネ を 一 緒 に 巻き こん で 、 ペ ン も ど し バ ネ を 折り 曲げ て し まう こと が あり 
ます 。 

3 . ペン は 水性 イン ク を 使用 し て いる た め 、 書 き は じ め し ば らく か すれ て 書け な いこ と が あり ま 
す の で 、 ペ ン を 取り つけ る 前 に 試し 書き を 行っ て 《 だ さい 。 また 、 手 の 脂 な ど に よっ て 書け な 
いこ と が あり ます の で 、 取 りつ け 後 30cm ほ ど 紙 送り し て ご 使用 くだ さい 。 ご 使用 中 は な る べく 
ロー ル 紙 に 手 を ふれ な いよ うに し て くだ さい 。 














故障 と 間違え 易い 現象 

PC- 6022 が 正常 に 動作 し な い 場 合 に は 、 そ の 現象 を よく 確 め た 上 で 、 次 の 表 で チェ ッ ク し て く 
だ きい 。 不良 現象 か ら 回 復 で き な い 場合 に は 、 お 買い あげ の 販売 店 か NEC マ イコ ン シ ョ ッ プ 、 
NEC Bit-INN また は お 近く の NEC サ ービス 窓口 (別紙 NEC サ ービス 網 一 覧 表 ) に お 問い 
合わ せく だ さい 。 








不 良 症 状 状 態 対 策 
紙 の セッ ト が うま くい か | 紙 お き え ロ ー ラ と 紙 ガ イド プ | 紙 を きれ い に 切 っ て も う 一 度 
な い 。 レー ト の 間 に 紙 が は さま っ て い | 試し て くだ さい 。 
宮 ぁ 
紙 が ガイ ド プ レー ト が 紙 お さ え 電源 を OFEFE に し て くだ さい 。 
ロー ラ の 軸 の 上 に 出 て いる 。 紙 が ガイ ド プ レー ト を ピン セッ 


ト な ど で 紙 お さえ ロー ラ の 軸 の 
下 へ 入れ て 、。 も う 一 度 試 し て く 








だ さい 。 
色 換 え が う まく いか な い 。 紙 が ガイ ド プ レー ト が 紙 お き さえ 電源 を OFF に し て くだ さい 。 
ペン が 所 上 に こない 。 ロー ラ の 軸 の 上 に 出 て いる 。 紙 ガ イド プレ ー ト を ピン セッ 


ト な ど で 紙 お きえ ロー ラ の 軸 の 
下 へ 入れ て 、 も う 一 度 試し て く 





だ さい 。 
ペン も ど し バ ネ が 折れ 曲っ て | 修理 が 必要 で す 。 





いる 。 








上 
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色 換 え が う まく いか な い 。 
ペン が 真 上 に こない 。 


左端 で な いと ころ で 色 換 え 動 
作 を し よう と し て いる 。 


初期 設定 が ずれ て いま す 。 
電源 を OFF に し て 、 も う 一 
度 試 し て くだ さい 。 











ペン ホル ダ ュ ユニット が は ずれ 修理 が 必要 で す 。 
で いる 。 
左端 の 色 換 え ピ ン が 変形 し て 修理 が 必要 で す 。 


いる 。 





ペン の 尾部 を た た く レ バー 部 
に 異物 が は きま っ て 、 ペ ン ア ッ 
プ 状 態 に な っ で MR ぬ 。 


1 


電源 を 0FEF に し て 、 異 物 を 
取り 除い て くだ さい 。 





印字 が か すれ て いる 。 


全体 的 に うす い 。 


手 で 試し 書き を し て も 印字 が 
3 すき 人 は 、 ペッ ン を 突 病 し て 
* だ き ゅ 。 





部 分 的 に 書け な い 。 


手 の 脂 な ど で ロ ー ル 紙 が 汚れ 
て いま す 。 紙 送り を し て 書き は 
じ め て %《 だ さゆ ゅ 。 





ペン の 尾部 を た た く レ バー 部 
に 異物 が は きま っ て 、 ペ ン ア ッ 
プ 状 態 に な っ て いる 。 


電源 を OFF に し て 、 異 物 を 
取り 除い て くだ さい 。 





ペン が 長 上 に こ を い 。 


色 換 え が う まく いか な いと き 
の 対策 を ご 覧 くだ さい 。 








マニ ュ ア ルキ ー が きか な 
い 。 


STOP イ ディ ケー タ が 京 灯 
し て いる 。 


ペン チェ ンジ の 状態 で す 。P. 
C キー を 押し て くだ さい 。 





STOEP イ シディ ケー タタ が 清末 
し 共 導 。 


オフ ライ ン の 状態 で す 。 ST- 
0OP キ ー を 押し て くだ きい 。 





上 LCOPY 命令 が で き な い 。 


指定 外 の 印字 を する 。 


LCOPY は で きま せん 。 
止め た いと き は 、 電 源 を OFF 
に し で 4 だ さい ゅ 。 





2 


LLIST 命令 が で き な い 。 


選 | 
選 





印字 し な か っ た り 、 指 定 外 の | 


印字 を する 。 
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STOP イ ン デ ィ ケ ー タ が 点灯 
し で いあ と き ほ 。 STOP 和 一 を 
押し て くだ さい 。 

STOP イ ン デ ィ ケ ー タ が 消灯 
し そい る と た き 人 ほほ 。、 グ ジア イジ 
一 中 で す 。 テキ スト モー ド に 
設定 し な お し て くだ さい 。 





メモ 











ーー 保証 書 と サー ビス に つい て ーー 


この 商品 に は 保証 書 を 添付 し て お り ま す 。 

@ 保証 書 は 販売 店 で 所 定 事 項 を 記入 し て お 渡し いた し ます の で 、 記 載 内 容 を ご 
確認 いた だ き 、 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 

@ 保証 期間 は お 買い あげ 日 より 6 ヵ月 間 で す 。 保証 書 の 記載 内 容 に より お 買い 
あげ 販売 店 が 修理 致し ほす 。 その 他 、 詳 細 は 保証 書 を ご 覧 くだ さい 。 

@ 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 、 販 売店 に ご 相談 くだ さい 。 修理 に よっ て 
機能 が 維持 で きる 場合 は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 修理 致し ます 。 

@ な お 、 保 証 期間 中 の 修理 な ど ア フタ ー サ ービス に つい て ご 不明 の 場合 は 、 お 
買い あげ の 販売 店 か 、NEC マ イコ ン シ ョ ッ プ 、NEC Bit-INN、 ま た は お 
近く の NEC サ ービス 窓口 (別紙 N EC サー ビス 網 一 覧 表 ) に お 問い 合わ せ 
く 〈 く だ さい 。 


軸 サ ービス を 依頼 され る と き は …… 

@ 保証 期間 中 に 故障 し た 場合 に は 商品 と 保証 書 を ご 持参 の うえ 、 お 買い あげ の 
販売 店 に ご 依頼 くだ さい 。 

その 際 、 つ ぎの こと を お 話し く だ さい 。 

. お 名 前 、 住 所 、 電 話 番号 

. 型 名 (この カラ ー プ ロッ タプ リン タ は PC- 6022 で す 。) 

. お 買い あげ 年 月 日 [ 年 月 日 〕 

. 故障 の 状態 (な る べく 詳し く お 知 ら せ く だ さい 。) 

. 保証 書 の 有無 








の oO DO 一 











